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ご希望の方は代金を添えて本会事務局宛お申込みください．なお，２冊以上のお申込みにつきましては送料をお問い合わ
せください．
現金書留または郵便振替　00140－8－28067
No. 38以前の論集 : 院生・学生は４割引，正会員は２割引　No. 40以降の論集 : 院生・学生のみ２割引

地　質　学　論　集
第 21 号　続・日本列島の基盤．加納　博ほか編，331pp., 1982年４月刊，会員頒価 2,400円，〒380円
第 22 号　琉球列島の地史．木崎甲子郎ほか編，165pp., 1983年４月刊，会員頒価 2,100円，〒310円
第 26 号　白亜系の国際対比―現状と問題．平野弘道編，172pp., 1985年３月刊，会員頒価2,000円，〒310円
第 30 号　日本の第四紀層の層序区分とその国際対比．市原　実ほか編，221pp., 1988年４月刊，会員頒価2,000円，〒340円
第 33 号　西南日本内帯高圧変成帯とテクトニクス．西村祐二郎ほか編，357pp., 1989年４月刊，会員頒価3,000円，〒380円
第 34 号　堆積盆地と褶曲構造―形成機構とその実験的研究―．三梨　ほか編， 209pp., 1990年３月刊，会員頒価2,500円，

〒340円
第 37 号　古日本海東縁の新第三系―層序・古地理・古環境．小林巌雄ほか編， 326pp., 1992年３月刊，会員頒価3,000円，

〒340円
第 38 号　変動帯における砕岩類の組成と起源―日本列島を例として―．君波和雄ほか編，401pp., 1992年３月刊，会員頒価

3,500円，〒380円
第 40 号　中央構造線のネオテクトニクス―その意義と問題点―．岡田篤正ほか編，250pp., 1992年12月刊，会員頒価3,200円，

〒340円
第 41 号　中部九州後期新生代の地溝．長谷義隆ほか編，192pp., 1993年６月刊，会員頒価3,100円，〒310円
第 42 号　西南日本の地殻形成と改変．小松正幸ほか編，357pp., 1993年４月刊，会員頒価3,100円，〒380円
第 43 号　浅部マグマ溜りとその周辺現象の地球科学．村岡洋文ほか編，177pp., 1994年４月刊，会員頒価2,000円，〒340円
第 44 号　島弧火山岩の時空変遷．周藤賢治ほか編，335pp., 1995年11月刊，会員頒価2,800円，〒380円
第 45 号　シーケンス層序学―新しい地層観を目指して．斎藤文紀ほか編，249pp., 1995年８月刊，会員頒価2,500円，〒340

円（僅少ですが残部ありました）
第 46 号　火山活動のモデル化．佐藤博明ほか編，162pp., 1996年９月刊，会員頒価 1,900円，〒310円
第 47 号　日高地殻―マントル系のマグマ活動．荒井章司ほか編，323pp., 1997年４月刊，会員頒価3,000円，〒380円
第 48 号　Cretaceous Environmental Change in East and South Asia （IGCP350） Contributions from Japan―　岡田博有

ほか編，188pp.，1997年６月刊，会員頒価 2,100円，〒340円
第 49 号　21世紀を担う地質学．新妻信明ほか編，232pp.，1998年３月刊，会員頒価 2,500円，〒340円
第 50 号　構造地質　特別号―21世紀の構造地質学にむけて―．狩野謙一ほか編， 263pp.，1998年７月刊，会員頒価2,500円，

〒380円
第 51 号　地震と地盤災害―1995年兵庫県南部地震の教訓―．岡田博有ほか編， 162pp.，1998年３月刊，会員頒価3,000円，

〒340円
第 52 号　オフィオライトと付加体テクトニクス．宮下純夫ほか編，316pp.，カラー 10pp.，1999年９月刊，会員頒価3,000円，

〒380円
第 53 号　本州弧下部地殻と珪長質マグマの生成・活動システム．加々美寛雄ほか編，401pp.，1999年11月刊，会員頒価3,900

円，〒450円．
第 55 号　ジュラ紀付加体の起源と形成過程．木村克己ほか編，221pp.，2000年１月刊，会員頒価2,800円，〒340円．
第 56 号　古領家帯と黒瀬川帯の構成要素と改変過程．高木秀雄ほか編，253pp., 2000年３月刊，会員頒価2,900円，〒380円．
第 57 号　砕層岩組成と堆積・造構環境．公文富士夫ほか編，240pp., 2000年９月刊，会員頒価2,800円，〒340円．

リーフレットシリーズ
大地の動きを知ろう―地震・活断層・地震災害―　1995年４月発行　会員価格200円（非会員300円）
大地のいたみを感じよう―地質汚染Geo－Poollututions 1997年２月発行　会員価格 200円（非会員300円）
大地をめぐる水―水環境と地質環境―　2001年５月発行　会員価格300円（非会員400円）

下敷き : 「干渉色図表」・「偏光顕微鏡による鉱物鑑定表」（英語版）１枚200円（非会員300円）

討論会講演要旨（1979年４月刊，東京四谷）会員頒価700円，〒340円
第92年学術大会講演要旨（1985年３月刊，山口）会員頒価3,200円，〒500円
第96年学術大会講演要旨（1989年５月刊，茨城）会員頒価3,500円，〒500円
第101年総会・討論会講演要旨（1994年３月刊，東京）会員頒価1,500円，〒400円
第103年学術大会講演要旨（1996年４月刊，仙台）会員頒価3,500円，〒500円
日本の地質学100年（100周年記念誌，1993年３月刊）頒価8,000円，〒600円
第104年総会講演要旨（1997年４月刊，東京）会員頒価700円，〒300円
第105年年会講演要旨（1998年９月刊，松本）会員頒価3,500円，〒500円
第108年年会講演要旨（2001年９月刊，金沢）会員頒価2,500円，〒500円
第109年年会講演要旨（2002年９月刊，新潟）会員頒価3,500円，〒500円

〃 見学旅行案内書（2002年９月刊，新潟）会員頒価1,500円，〒500円

・日韓構造地質研究会第２回合同大会（日本地質学会構造地質専門部会共催）のアブストラクトと巡検案内書 : 各1,000円

出　版　物　在　庫　案　内
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「転載」・「引用」に関する本学会の考え方　
━転載許可申請書の改訂について━

（執行委員長　公文富士夫・知的財産権等検討委員会　上杉　陽）

報告 2002年度自然史学会連合総会議事録 ……５

案内 ……６
日本地理学会企画専門委員会主催公開シンポジウム「災害ハザード
マップと地理学－なぜ今ハザードマップか？－」/2003年度「青少
年のための科学の祭典」全国大会出展希望調査について/ ｢土と基
礎｣“無題号”への「論説原稿」募集
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大宮地域の地質 地域地質研究報告（5万分の1地質図幅）（中山俊雄）

ハットンシンポジウム2ndサーキュラー発表と参加申し込み開始の
お知らせ/ The 32nd IGC 2004 in Florence, Italy 1stサーキュラー
あります．/委託開発事業　開発課題・開発実施企業募集 ……９

博物館紹介� 多賀町立博物館（大島　浩）……10－11

The Island Arc Vol.12, Issue 1 日本語要旨
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オンライン化検討委員会　オンライン化に関するアンケート報告

地学教育のページ ……18－20
「新しい地学教育をめざして」大阪地学教師グループ30周年記念誌
に学ぶ（阿部国広）/紹介「新しい地学教育をめざして　大阪地学
教師グループ30周年記念誌」/第46回日本学生科学賞中央審査会に
参加して（紺谷吉弘）

院生コーナー　地球を知りたい（土岐知弘）……20－21

追悼　　渡邉暉夫さんを偲んで（在田一則）……22
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執行委員会だより ……31
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訃報 ……31

第110年学術大会（中部支部静岡地域）
トピックセッション公募のお知らせ

2003年９月19日～９月21日に静岡大学を中心とする静岡地
域の方々にお世話していただいて，第110年学術大会を静岡市
で開催いたします．つきましては，発表セッションの持ち方
についてお知らせするとともに，トピックセッションの公募
３月17日（月）〆切のご案内をいたします．

＜セッションの概要＞
静岡大会では2.5日間の口頭講演と3日間のポスター発表を予

定しています．口頭講演の１セッションは午前,午後とも３時
間で，それぞれ12件の講演が可能です．半日を単位とした場
合, 最大45の口頭セッションが可能と見込んでいます．また，
ポスター会場はセッション会場付近の廊下を予定しており，
十分なスペースと発表数が確保される予定です．
＜セッションの区分＞
これまでと同様に，広い分野をカバーすることに重きをお

いた「定番セッション」と，特定のテーマや研究領域に焦点
を当てた「トピックセッション」とを設けます．
（1）定番セッション：専門部会や行事委員会が組織化に責任
を持ちますが，有志からの提案も受け入れます．層序，堆積，
石油，古生物，岩石，火山，構造，地域，現行過程，情報，
応用，環境，海洋などの分野またはそれを細分したものを想
定しており，20ほどのセッションが予想されます．
（2）トピックセッション：３月17日（月）締め切りで公募い
たします．15件ほどが開催可能です．これまでの例から，講
演者が大人数となって，午前,午後とも使用するセッションが
10件程度出る可能性があり，そのため余裕を持たせた公募数
となっています．トピックセッションへの魅力ある企画の提
案をお待ちしています．
*招待講演はどのセッションでも可能ですが，従来と同様に

招待者は非会員に限り、それぞれのセッションで半日（３時
間）あたり１件までと致します．これまで事前に非会員に招
待の意志を伝えたために混乱が生じました。今回はこのよう
なことのないようご留意ください．
＜今後の日程＞
３月17日を締め切りとしてトピックセッションのテーマを

募集し，専門部会を中心としながら定番セッションのテーマ
を決めて，３月20日予定の行事委員会で調整をはかります．
トピックセッションに多数の応募があった場合や定番セッシ
ョンとの重複がある場合には，行事委員会で重要度や緊急度
を考慮して調整させていただくことがあります．その後，ニ
ュース誌５月号で確定したセッションテーマを公示し，講演
募集を行います．講演申し込みの締め切りは６月末を予定し
ています．

日本地質学会行事委員会

滋賀県多賀町産の
アケボノゾウ復元骨格

写真提供　多賀町立博物館．本誌p10－11．博物館紹介参照

表 紙 紹 介

広告取扱：株式会社廣業社

〒104－0061 東京都中央区銀座8－2－9 電話 03－3571－0997 印刷・製本：日本印刷株式会社
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日本地質学会NEWS第５巻12号２頁「情報発信における学会
の著作権管理と倫理責任－投稿原稿等の著作物についての保証
書署名と著作権等譲渡のお願い－」以下で，説明させていただ
きましたように，激しいグローバリゼーション～情報化の渦中
にあって，本学会の知的財産をどのように管理するのか，その
著作権などをどのように保護すべきか，また，どのような倫理
綱領のもとで，どのように情報発信するのが，公正適切なのか，
現在，「知的財産権等検討委員会」および「倫理規定策定委員
会」で，議論をお願いしているところです．
地質学雑誌などへの投稿者への保証書署名要請および原稿受

理者に対する著作権譲渡等同意書署名要請は，2003年１月１日
より，既に施行されております．
そこで，上記の改訂に併せて，地質学雑誌などに掲載されて

いる図表・図版からの「転載許可申請書」の改訂を致しました．
2003年１月１日以降に転載許可申請があったものにつきまして
は，新しい「申請手続き等のご説明」および「転載許可申請書」
に則り，申請をお願い致します．

2003年１月27日　
日本地質学会執行委員長　公文富士夫

「転載」・「引用」に関する本学会の考え方
---転載許可申請書の改訂について---

現在の日本の法律の運用に際しては，基礎自然科学分野の公
表成果に対し，極めて限定的な著作物認定しかなされていませ
ん．このため，会員の公表成果を守る立場にある本学会は今ま
で以上に厳密に転載許可申請をお願いせざるを得ないとの判断
に至りました．今後は，地球科学系関連学協会が相互に協調し
て，個々の知的財産の管理と著作権保護につとめると同時に，
研究成果の社会への普及に支障をきたさないための手だてをも
起こさなければならないと考えます．
そこで，本会と致しましては，現在明文化中の倫理綱領に沿

った対応をいただけるとの確信のもとに，「従来の学会の慣行
に照らして公正な利用である」と判断出来るものについては，
本来は転載許可申請すべきものでも，転載許可を相互に省略さ
せていただきたいと考えます．

０）転載許可申請を必要としない条件
著作権法上，公正な慣行に合致し，目的上正当な範囲内であ

る引用の場合には，許可申請が不要となります．具体的には，
対象部分を無修正で正確に転載すること，転載元の著作財産権
者の表記を完全に行うこと，そしてその転載内容が，転載する
著作物中の大部分を占めないことが必要です．なお，著作財産
権者の表記については，転載許可申請書に明記しました．

1）転載許可申請が必要な図表・図版（例示）
各種地質図（地形面分類図を含む）・地質断面図・ルートマ

ップ図・各種スケッチ・地質柱状図・層序図表（時代変遷図
表）・創作性の高い概念図などのアナログ的な手作り性の強い
図表および図版（写真），さらに，量的に膨大な各種図表（膨
大な化石産出表など）．
たとえば，地質図の例で説明しますが，従来は，「山道　登

（1977）を加筆修正」などと記載するのみで良しとされ，原稿
受理の際に，著者および著作財産権者双方の転載許可の取得は，
著者の責任としておりました．また，転載許可申請があった場
合も，特に，この点は問題とせず，申請を承認して参りました．
今後は，無修正かつ正確な転載以外の場合には，削除修正箇

所や加筆箇所はどこなのかを明示していただくことと致します．

注記 1］先人の研究成果を引用できる条件の

一つとして，「引用される側の内容があくま

でも従であること，つまり，引用する側の内

容が主となっていること」が挙げられていま

す．本会としては，当方の指定する同意条項

に納得していただけるのであれば，転載許可

を申請通り承認します．転載部分が主となっ

てしまうのかどうかは，相手方学協会誌など

の査読者・編集委員会の倫理に関わる問題と

判断します．

2）正確な引用により代替し，転載許可申請の煩雑さを
避けたい図表・図版（例示）
直角座標系で表現される各種のグラフ，三角ダイアグラムで
表現される各種のグラフ，円グラフ，棒グラフおよび化学組成
値，同位体年代値などの主として，用語・記号・数値で構成さ
れる相対的にデジタル性の高い図表・図版
たとえば，縦軸にFeO/MgO比を取り，横軸にSiO2重量％を

取るダイアグラムを想定します．そこにしばしば，Miyashiro
（1974）から抜粋したcalc-alkali系とtholeiite系との境界線が示
されています．このケースで，もし転載許可申請が世界中から
都城秋穂名誉会員及び当該著作財産権者に殺到し，その都度相
手方が転載許可を出さねばならないとしたら，それは，まさに
無駄と言うべきです．基礎自然科学分野の研究者は，基本的に
オリジナリティー（originality）やプライオリティー（priority）
に栄誉を求めているのであって，引用を適切にしていただける
のであれば，誰が，その成果を利用しようと，異存はないもの
と確信します．

注記 2］ 現実には，どちらとも判断できる図

表・図版あるいは特殊な経緯を持つ図表・図

版があるものと考えられます．こうしたケー

スについては，事前に転載許可申請をすべき

かどうか，編集委員会宛にご連絡ください．

知的財産権等検討委員会　委員長　上杉　陽
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会
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朝
彦
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 申
請
者
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名
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印
 

連
絡
先
（
住
所
）
：
  

  
  
  
  
  
  
  
  

  

転
載
許
可
申
請
書
 

 【
申
請
の
趣
旨
】
 

　
上
記
申
請
者
は
，
下
記
転
載
先
著
作
物
の
共
著
者
す
べ
て
を
代
表
し
て
下
記
転
載
条
件
を
遵
守
す
る
こ
と
に
同
意
し
，

貴
会
が
著
作
権
を
有
し
，
あ
る
い
は
管
理
等
す
る
出
版
物
の
図
表
・
図
版
の
転
載
を
許
可
さ
れ
た
く
申
請
し
ま
す
．
 

 【
申
請
者
が
代
表
す
る
転
載
先
著
作
物
の
共
著
者
す
べ
て
の
氏
名
】
 

 　
　
　
  
  
  
  
  
  
  
  
 　
 

 【
転
載
元
著
作
物
】
 

   【
転
載
対
象
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頁
　
第
　
図
，
　
　
　
　
頁
　
第
　
表
 

 【
転
載
先
】
 

著
作
物
題
名
：
 

 著
者
名
：
  

掲
載
誌
・
発
行
者
：
 

出
版
予
定
：
平
成
　
　
年
，
　
月
　
・
　
未
定
 

 【
転
載
条
件
】
 

1.
 
転
載
に
あ
っ
て
は
，
転
載
す
る
図
表
・
図
版
に
，
転
載
元
の
著
者
名
，
掲
載
年
，
論
文
タ
イ
ト
ル
名
，
転
載
元
出
版
物

名
と
巻
，
号
，
頁
，
図
表
番
号
を
明
記
し
，
さ
ら
に
，
コ
ピ
ー
ラ
イ
ト
マ
ー
ク
Ｃ
及
び
日
本
地
質
学
会
名
を
明
記
し
，

著
作
財
産
権
の
帰
属
を
明
示
す
る
こ
と
．
 

　
　
但
し
，
転
載
先
出
版
物
の
引
用
文
献
欄
に
，
著
者
名
，
掲
載
年
，
論
文
タ
イ
ト
ル
，
転
載
元
出
版
物
名
と
巻
，
号
，

頁
を
明
記
す
る
欄
が
あ
る
場
合
は
，
そ
こ
へ
の
正
確
な
記
載
を
す
る
こ
と
に
よ
り
，
転
載
図
表
・
図
版
部
分
で
の
記
載

を
，
著
者
名
，
掲
載
年
，
コ
ピ
ー
ラ
イ
ト
マ
ー
ク
C
及
び
日
本
地
質
学
会
名
の
明
記
の
み
に
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
．
 

2.
 
転
載
許
可
対
象
の
図
表
・
図
版
を
一
部
改
変
し
て
掲
載
す
る
場
合
は
，
そ
の
変
更
箇
所
が
転
載
先
出
版
物
中
で
明
瞭
に

判
別
で
き
る
よ
う
に
明
示
す
る
こ
と
．
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前
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よ
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図
表
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図
版
を
改
変
し
た
と
き
は
，
改
変
し
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図
表
・
図
版
を
，
上
記
転
載
先
以
外
へ
複
製
等
し
て
利
用

し
，
あ
る
い
は
さ
ら
に
改
変
す
る
等
し
よ
う
と
す
る
場
合
（
第
３
者
に
許
諾
す
る
場
合
も
含
む
）
に
は
，
日
本
地
質
学

会
の
許
諾
を
得
る
こ
と
．
 

4.
 
日
本
地
質
学
会
N
E
W
S
誌
5巻
12
号
２
頁
記
載
の
「
情
報
発
信
に
お
け
る
学
会
の
著
作
権
管
理
と
倫
理
責
任
-投
稿
原
稿

な
ど
の
著
作
物
に
つ
い
て
の
保
証
書
署
名
と
著
作
権
等
譲
渡
の
お
願
い
」
，
同
書
３
頁
記
載
の
「
著
作
権
等
譲
渡
同
意

書
へ
の
署
名
捺
印
の
お
願
い
」
，「
保
証
書
」
及
び
「
著
作
権
等
譲
渡
同
意
書
」
，
並
び
に
，
地
質
学
雑
誌
10
8巻
12
号

82
9－
83
0頁
記
載
の
編
集
委
員
長
名
の
転
載
に
当
た
っ
て
の
注
意
事
項
等
記
載
の
日
本
地
質
学
会
で
の
著
作
財
産
権
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に
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転
載
先
出
版
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で
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応
す
る
配
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を
す
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こ
と
．
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□
　
上
記
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□
　
上
記
転
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付
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．
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本
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申
請
手
続
等
の
ご
説
明
 

 　
日
本
地
質
学
会
の
出
版
物
掲
載
の
図
表
・
図
版
等
を
転
載
し
よ
う
と
す
る
場
合
（
変
更
，
切
除
そ
の
他
の
改
変
を

し
て
転
載
し
よ
う
と
す
る
場
合
も
含
み
ま
す
）
に
は
，
以
下
の
要
領
で
転
載
許
可
申
請
を
行
い
，
転
載
許
可
を
受
け

て
下
さ
い
．
 

 1．
転
載
許
可
申
請
書
を
２
通
作
成
の
う
え
，
２
通
と
も
日
本
地
質
学
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
．
申
請
者
の
記
載

は
，
冒
頭
と
末
尾
２
カ
所
に
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
．
 

 2.
 
転
載
許
可
対
象
の
図
表
・
図
版
を
一
部
変
更
，
切
除
そ
の
他
の
改
変
を
し
て
掲
載
す
る
場
合
（
転
載
許
可
対
象

の
図
表
・
図
版
の
一
部
を
削
除
な
い
し
修
正
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
場
合
，
全
体
を
修
正
す
る
場
合
，
ま
た

は
複
数
の
転
載
図
表
・
図
版
を
組
み
合
わ
せ
て
，
単
独
の
新
た
な
図
表
・
図
版
と
す
る
場
合
）
に
は
，
転
載
内

容
を
示
す
原
図
を
申
請
書
と
同
時
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
．
　
 

　
　
但
し
，
転
載
対
象
の
図
表
・
図
版
か
ら
の
一
部
削
除
を
行
わ
ず
，
新
た
な
内
容
を
加
筆
す
る
改
変
に
止
ま
る

場
合
に
は
，
転
載
内
容
を
示
す
原
図
の
提
出
は
不
要
で
す
．
こ
の
場
合
，
転
載
条
件
２
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
，

加
筆
さ
れ
た
部
分
が
ど
こ
で
あ
る
の
か
が
明
瞭
に
判
別
で
き
る
よ
う
し
て
転
載
し
て
く
だ
さ
い
．
 

 3.
 
公
正
な
慣
行
に
合
致
し
，
目
的
上
正
当
な
範
囲
内
で
あ
る
引
用
の
場
合
に
は
，
許
諾
を
得
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
，
こ
れ
以
外
の
場
合
を
転
載
と
呼
び
，
日
本
地
質
学
会
の
許
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
．
 

 4.
 
転
載
図
表
・
図
版
が
20
02
年
12
月
31
日
以
前
に
出
版
さ
れ
た
日
本
地
質
学
会
出
版
物
に
掲
載
さ
れ
た
図
表
・
図

版
で
あ
る
場
合
は
，
原
著
者
の
許
諾
も
同
時
に
必
要
と
な
り
ま
す
が
，
日
本
地
質
学
会
が
，
転
載
元
図
表
・
図

版
の
原
著
者
の
許
諾
手
続
き
を
代
行
い
た
し
ま
す
．
 

　
但
し
，
そ
の
場
合
に
現
著
者
か
ら
の
許
諾
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
，
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
．
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本
地
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地
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学
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版
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掲
載
著
作
物
の
図
表
・
図
版
の
転
載
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つ
い
て
 

 　
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
し
た
上
記
転
載
申
請
に
表
記
さ
れ
た
【
転
載
条
件
】
の
も
と
で
の
【
転
載
先
】
へ
の
当
該
図
表
・
図
版

の
転
載
を
，
以
下
に
示
す
原
著
者
を
代
表
し
て
許
諾
す
る
と
と
も
に
，
今
後
の
他
者
か
ら
の
当
該
箇
所
の
転
載
申
請
に
関
し
て

は
、
上
記
転
載
条
件
が
守
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
日
本
地
質
学
会
に
許
諾
等
を
与
え
る
一
切
の
件
を
委
任
致
し
ま
す
．
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本会委員会以外の研究会・

委員会等よりのお知らせを

掲載します．

日時：2002年12月７日（土）10：00－11：30

場所：国立科学博物館新宿分館資料館１階会

議室

運営委員会：森脇（代表），伊藤（会計），篠原

（庶務），西田，森田，溝口，野村，佐々木，遠

藤

出席学協会（22団体）：日本霊長類学会，日本

地質学会，日本植物分類学会，（社）日本植物学

会，種生物学会，動物分類学会，日本花粉学会，

日本生態学会，地衣類研究会，日本地理学会，

日本菌学会，日本動物行動学会，日本生物地理

学会，（社）日本動物学会，日本古生物学会，日

本貝類学会，日本蜘蛛学会，日本蘚苔類学会，

日本昆虫分類学会，日本人類学会，日本遺伝学

会，日本魚類学会（＋委任状8で，3分の2を超

える30団体の参加が確認され総会が成立）

１）森脇代表の挨拶後，友国氏（昆虫分類学

会）を議長として選出

２）報告事項

a）14年度連合活動の報告（篠原）：総会プロ

グラム資料を用いて説明

b）連合HP（西田・森田）：編集委員会の設置

と内容の大幅改訂について

c）地域教育アクションプラン（森田）：名称を

「自然史教育展開プログラム」としたことおよ

び千葉県博において実施した理科教員対象

の地学系の実習について

d）地域博物館アクションプラン（森田）：「展

示活動と研究活動」についての地域博物館

対象に行った連合アンケートの結果の出版

準備状況

３）審議事項

a）2001年度決算報告および監査報告（伊

藤・植村）：質疑応答後承認された．

b）2002年度会計経過報告（伊藤）：質疑応答

後承認された．

c）2003年度予算案（伊藤）：関係委員から以

下の補足説明を行い，質疑応答後承認され

た．

Ⅰ．共催シンポジウム（篠原）：科研費公開

促進費が得られた翌年に限り主催シンポ

ジウムの他に，学協会との共催シンポジ

ウムを予算（上限25万円）付で実施する案

について

Ⅱ．ホームページの更新（森田）：業者委託

や編集諸経費について

d）各種作業部会の設置（西田）：自然史教育

プログラム，地域博物館アクションプランお

よびホームページ編集委員会の活動を高め

る目的で，作業部会の設置の必要性につい

て説明した．特に自然史教育展開プログラ

ム・地域博物館アクションプランについて

は現場の会員の周りに組織を作って連合が

支援する体制作りの必要性，人選について

は連合から指名（連合代表から嘱託）およ

び加盟学協会からの推薦も欲しい旨の説明

がなされ，質疑応答後に設置が承認された．

e）ホームページの有効活用（森田）：編集委

員会の活動内容説明の他，業者（モノリス・

中村氏）から，デモをともなった連合ホーム

ページの改良点や紙面の充実方法について

説明がなされ，各学協会，運営委員会および

中村氏の間で意見交換を行った．編集委員

会からホームページ掲載用の原稿や写真

（エッセイ，ギャラリーおよびコラム）への協

力が呼びかけられた．編集に関わる要綱な

どは作業部会で検討する等各種の案につい

て説明があり，承認された．

４）その他

1）学協会からの報告

a）学会（小野氏）から出版助成費に

関わる情報提供について各学協会へ

のお礼とその後の経過報告について

報告がなされた

b）動物学会（永井氏）から特定欧文

誌を持つ学協会への科研費の見直し

状況について説明がなされ，詳細を

知りたい団体には情報を提供する旨

が連絡された

2）来年度の予定

2003年度総会・シンポジウム（篠原）：

時期は11月29日．総会では連合代表の選

出，主催シンポジウムは「予測の自然史

科学－未知と未来へのアプローチ－」を

予定．

（森田利仁）

報　告

2002年度自然史学会連合総
会議事録

自然史学会連合 2001年度会計予算・決算

自然史学会連合からのお願い

ホームページ編集委員会では，エッセ
イ，コラム (http://wwwsoc.nii.ac.jp/ujsnh
/club/00.html) への原稿を募集していま
す．一般の方に加盟学協会や連合の存
在をアピールするためにもご協力をお
願いいたします．
詳細は下記まで.

自然史学会連合庶務
国立科学博物館内　篠原現人
FAX03-3364-7104（共通）
e-mail: s-gento@kahaku.go.jp
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日本地理学会企画専門委員会主
催公開シンポジウム
「災害ハザードマップと地理学
─なぜ今ハザードマップか？─」

趣旨：火山噴火・洪水・地震・土砂災害等，

各種自然災害についてのハザードマップ整備

が国家プロジェクトとして急速に進められて

いる。なぜ今，ハザードマップなのか？　ハ

ザードマップ整備に直接関わってきた地理学

者が最前線の状況を報告し，各災害ごとの現

状と課題を整理する。相互に比較検討しなが

ら全体を総括することで，ハザードマップ整

備の背景にあるものを浮き彫りにし，地理学

から見た防災の方向性を探りたい。

オーガナイザー：日本地理学会災害対応委員会

（http://www.fal.co.jp/geog_disaster/）

日時：2003年3月29日（土）13:00～17:00

場所：東京大学本郷キャンパス・山上会館

会費：無料

プログラム

［座長：鈴木毅彦（東京都立大学）］

災害ハザードマップ整備の背景と地理学

……………………鈴木康弘（愛知県立大学）

火山ハザードマップの過去・現在・未来

…………………………塚本　哲（国際航業）

洪水ハザードマップについて

………………赤桐毅一（河川情報センター）

土砂災害を想定したハザードマップについて

…………………………古谷尊彦（千葉大学）

地震に対するハザードマップ

………………………熊木洋太（国土地理院）

［座長：鈴木康弘（愛知県立大学）］

防災都市計画と地震災害ハザードマップ：東

京の地域危険度

……………………中林一樹（東京都立大学）

ハザードマップ情報配信ITシステム

…………古瀬勇一・坂上寛之（ファルコン）

（コメント）ハザードマップ基礎情報と電子国土

………………………星埜由尚（国土地理院）

（コメント）ハザードマップと防災GIS

…………………………碓井照子（奈良大学）

（コメント）自然災害に如何に対処していく

べきか …………………遠藤邦彦（日本大学）

［座長：平井幸弘（専修大学）］

総合討論：災害ハザードマップと地理学

－なぜ今ハザードマップか？－

連絡先：遠藤邦彦（日本大学文理学部）

endo@chs.nihon-u.ac.jp

鈴木康弘（愛知県立大学情報科学部）

y-suzuki@ist.aichi-pu.ac.jp

須貝俊彦（東京大学大学院新領域創

成科学研究科）

sugai@mail.k.u-tokyo.ac.jp

2003年度「青少年のための科学
の祭典」全国大会出展希望調査
について

今年も「青少年のための科学の祭典」全国

大会の開催を予定しております．出展希望の

方には，「出展希望調査票」を配布致します

ので，下記の要領にてご入手下さい．

開催期間　2003年７月24日（木）～28日（月）（予定）

開催場所　科学技術館　一階催事場（千代田

区北の丸公園）

出展調査票入手方法（いずれかの方法で入

手して下さい）

①FAX・ハガキ・e-mailのいずれかに住所・

氏名・電話・「出展希望調査票」と明記の

上，科学の祭典事務局までご送付下さい．

送付先：〒102-0091 東京都千代田区北の

丸公園2-1

日本科学技術振興財団　振興部

科学の祭典事務局

FAX 03-3212-8449

e-mail  saiten@jsf.or.jp

②科学の祭典ホームページより「出展希望調

査票」PDFファイルをダウンロード

http://ppd.jsf.or.jp/shinko/pro/ysf/

「土と基礎」“無題号”への「論
説原稿」 募集について

（社）地盤工学会では，当学会誌「土と基礎」

の論説原稿を募集しております．

これらは，小特集号のような特定のテーマ

に拘束されず，幅広い分野の内容を紹介でき

る「無題号」（通常は年間３回発行）を中心

に掲載するものです．そこで，広く皆様から

の投稿をお待ちしております．詳細につきま

しては､ホームページhttp://www.jiban.or.jp/

をご参照ください．

「論説」（３頁掲載）：地盤工学全体についての

基本的な問題，展望．他分野または関連分野

からの地盤工学に対する発言，要望． 地盤工

学と関連する社会問題についての発言など．

問合わせ・送付先：

（社）地盤工学会｢土と基礎｣編集委員会

E-mail：kaishi@jiban.or.jp 電話　03-3251-7661

ご案内

本会以外の学会およ

び研究会・委員会よ

りの催し物のご案内

を掲載します．

教官公募等の求人ニュース原

稿につきましては、採用結果をお

知らせいただけますようお願い

致します．

１. 職名・人員：地球科学系所属 自然学類

（地球科学専攻　地球物質科

学・岩石学分野）教授　１名

２. 採用分野：地球物質科学・岩石学　

（地球物質科学）

３.採用予定：決定後可能な限り早い時期　

４.応募資格：

１）博士の学位を有すること

２）地球物質科学および岩石学の分野で、

地球惑星進化科学に関する教育・研究に

従事できる方

３）地球物質科学および岩石学の野外実験

の指導ができる方が望ましい

５. 担当予定：

１）自然学類開設科目：岩石学、岩石学実

験、岩石学演習、地質学基礎野外実験、

地球進化学実験、その他関連科目

２）生命環境科学研究科：地球進化科学専

攻の大学院の開設科目：地球史解析学特

別講義ＩＩ、地球物質科学特論、地球物

質科学演習、地球物質科学野外実験、そ

の他関連科目

６. 提出書類： 以下の書類をA４版にて作成

すること

１）履歴書（市販の用紙使用、学位明記、署

名捺印）

２）研究業績目録（審査付き論文、著書、そ

の他報告に区分して記載）

３）主要業績10編の別刷（原則として最近

５ヵ年の業績を含む代表的なもの10

編：コピ－可）

４）教育・研究活動の概要（2000字程度の

自由形式）

５）教育・研究に対する抱負（2000字程度

の自由形式）

７. 応募締切： 平成15年３月20日（木）必着

８. 提出先：

〒305－8571 つくば市天王台 1－1－1

筑波大学地球科学系

地球科学系長　　木股　三善　宛＊

（＊封書に「応募書類在中」と朱書し、

簡易書留で郵送の事）

９.照会先：

筑波大学地球科学系　　　木股　三善

（Tel: 029-853-4209

E-mail: kimata@arsia.geo.tsukuba.ac.jp）

筑波大学地球科学系教官公募

公募

公募結果
山形大学理学部地球環境学科地球物質
システム講座助手公募
加々島慎一（新潟大学大学院自然化学研究科）
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昨年，日本における堆積学研究にとって大

きな出来事が２件ありました．一つは「堆積

学研究会」が「日本堆積学会」へと発展・改

組されたことです．２つめは2006年の国際堆

積学会日本開催が決まったことです．20年前，

評者らが堆積学研究の現状と展望をとりまと

めて以降，日本における堆積学研究はダイナ

ミクス層序・シーケンス層序を中心として大

きく変貌し，その成果は世界的にも評価され

つつあります．一方で環境や生産現場からの

具体的要請はより精細で高度な堆積学的理論

の構築が求めていますが，こうした側面では

なお，遅れていることは否めません．

「タービダイト研究」は1970年代から80年

代，日本においても若手研究者を中心にフィ

ールドでの堆積相とその累重の様式について

の精細な記載と解析が進められました．特に

変動帯としての地質学的背景との関わりで，

小規模な堆積盆を埋積した粗粒なタービダイ

トについて貴重な成果が積み重ねられまし

た．近年，タービダイトに関する世界的な研

究は広大な深海扇状地の堆積様式，シーケン

ス層序との関わりでとらえた堆積システム，

堆積形態や堆積機構などの新たな議論が展開

されています．しかし，日本の90年代の研究

はこうした世界の流れからはかなり遅れてい

ることは否めません．それは観測・計測と実

験に裏打ちされた理論の構築という点で，先

タービダイトの話
（地質ニュース復刻版）

徳橋秀一編　著

導的な研究がなかなか発想できないからでし

ょう．2003年，総合国際深海掘削計画（IODP）

の発足とJAMSTECを中心としたIFREEの具

体的進展は日本における地球科学の様相を一

変させる要素をはらみ，画期的な進展，国際

貢献が期待されます．この流れを創り出すう

えで，堆積学研究の果たすべき先導的役割を

改めて確認し，とりわけ，若い後継者が輩出

することを期待したい．そうした視点から

「タービダイト研究」はまた，大きく飛躍し

うる時期を迎えたと言えます．

日本における堆積学研究の新たな飛躍の可

能性を切り拓くにあたって，ここに紹介する書

の意義を強調したい．本書は1982年から1996

年にかけて工業技術院地質調査所編「地質ニ

ュース」に８回に分けて連載された「タービダイ

トの話」を中心に，「タービダイト」に関わる「地

質ニュース」誌上の論考をまとめたものです．

編著者徳橋秀一氏は長年にわたり新生界タ

ービダイトを第一線で研究されてこられた方

です．このシリーズでは同じく第一線の共著

者とともに，広く次代を担う学生・院生にむ

け，研究の現状と課題を分かりやすく解きほ

ぐされてきました．本シリーズはタービダイ

ト研究を進める上で必見の論考として読み継

がれてきたものであり，ここにその復刻版が

次代への強い期待を込めて刊行されました．

本書は次のような構成からなっています．

PART I タービダイトの話・本編

I-a その１：フリッシュ型砂泥互層のタイ

プと堆積環境　　　　　　　

I-b その２：タービダイトの巨大な墓場

海底扇状地　　　　　　　　　　

I-c その３：古海底扇状地堆積物を斬る

（I.実態編）

I-d その４：古海底扇状地堆積物を斬る

（II.成因編）

I-e その５：SEDIMENT  GRAVITY  FLOW

とは何か　　　　　　　　　　

I-f その６：タービダイト砂岩単層の形態を

探る　　　　　　　　　　　　　

I-g その７：海底扇状地モデルの現状と問

題点

I-h その８：アマゾン海底扇状地

―巨大mud-rich fanの実例―　

PART II タービダイトの話・番外編

II-a 和泉層群におけるコダイアマモの分布と産状

II-b タービダイト砂岩貯留岩体同定指標と

しての重鉱物組成の可能性―Part I：

ミクロ的解析による可能性の由来―　　

II-c タービダイト砂岩貯留岩体同定指標と

しての重鉱物組成の可能性―Part II：

マクロ的解析による可能性の検証―　　　

PART III アラカルト編

III-a 海水準変動と堆積作用：シーケンス層

序学序論　　　　　　　　　　　　　

III-b 海水準変動と炭化水素根源岩ポテンシ

ャル：序論　　　　　　　　　　　　

III-c 1988鉱床堆積学国際シンポジウム（北

京）及び山東省地質巡検に参加して　　

III-d 内モンゴル自治区北部オルドス高原の

石炭・地質・自然 （第I部：概説）

III-e 内モンゴル自治区北部オルドス高原の

石炭・地質・自然 （第II部：巡検）

III-f サイエンスキャンプ ’98（地質調査所）

を振り返って　　　　　　　　　　　

III-g サイエンスキャンプ ’99（地質調査所）

を振り返って　　　　　　　　　　　

III-h 第１回ティーチャーズ・サイエンスキャ

ンプ ’99（地質調査所）を振り返って

編著者自身がこの書の特徴をその裏表紙に

いくつか列記されていますが，とくにここで

は以下の点を挙げておきます．

まず，第１部の「タービダイトの話・本編」

では，レビューを通してタービダイトの基礎

知識を修得できます．房総半島の新生代ター

ビダイトを対象にした世界的にも例の少ない

高精度の研究成果をわかりやすく解説してお

り，タービダイトの実際の姿を活き活きと理

解することができるとともに，タービダイト

を通して，地層のでき方のなぞを解明する地

質調査の醍醐味を味わうことができます．

第２部の「タービダイトの話・番外編」で

は，紀伊半島の白亜紀和泉層群に産出する謎

の化石コダイアマモの話，新潟堆積盆の新第

三紀タービダイトの重鉱物分析を扱い，場と

時代を異にするタービダイトを違った側面か

ら理解することができます．

第３部の「アラカルト編」では，シーケンス層序

学など，多彩な話題・内容がわかりやすく説明

されており，楽しみながら読むことができます．

改めて通読して，編著者の野外調査にかけ

る情熱とそこから導き出す科学的思考方法が

手に取るように伝わります．それは上述した

世界のタービダイト研究の流れの中で，次代

を担う若手研究者が日本列島の特性を踏まえ

て創造的な役割を果たしていく上で，その生

き生きとした実像を把握しておくことの重要

性を知らしめるものであります．

（立石雅昭）

○本書の入手方法

書店では購入できません．下記出版社に直

接申し込んでください．購入には別途送料や

振込手数料がかかりますが，まとめて注文す

ると送料の割引があります．

＜価 格＞　2,000円（税込）

＜送料＞1冊注文：400円；2冊一括注文：300

円/冊；3冊～5冊一括注文：200円/冊；6冊～

9冊一括注文：100円/冊；10冊以上一括注

文：送料無料

＜支払方法＞送本時の郵便振込用紙による

（振込手数料（100円前後）は支払者負担）．

＜注文先･問合先＞株式会社　実業公報社：

〒102-0073  東京都千代田区九段北1－7－8；

TEL. 03－3265－0951 FAX：03－3265－0952；

E-mail：j-k@jitsugyo-koho.co.jp

＜注文方法＞E-mail，ファックス，はがき

＜注文記載事項＞「タービダイトの話」注文と明

記の上次の項目を記載．（1）氏名（2）送付先（3）連

絡先（TEL, E-mailなど）（4）注文冊数（5）その他

（領収書の要・不要など；要の場合は宛名を明記）

実業公報社刊，2002年７月発行，B5判，

カラー口絵７頁，本文（復刻部分）約250頁

定価2,000円（税込）

紹　介
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地質調査所が，他の工業技術院傘下の研究

所とともに独立行政法人産業技術総合研究所

（以下産総研）に再編されるにあたって実施

されたアンケートに，産総研の地質部門に期

待することという設問があった．私を含めて，

５万分の１地質図幅による全国網羅を望む回

答が特に多かったことが印象に残っている．

新生産総研では知的基盤の整備として「地質

の調査」を位置づけ，国土の地質・地質構造

を示す基本図としての地質図作成を全国展開

することがうたわれている．特に，これまで

比較的手薄であった都市地質基盤情報の整備

に重点がおかれている．都市地質・地盤問題

に従事する者にとってきわめて頼もしいこと

である．

さて，本図幅の大宮地域は地質調査所時代

の平成６年度から10年度に国の地震観測強化

地域の地質図作成の一環として調査されてき

た成果ではあるが，産総研と体制が変わって

から刊行された大都市域地質図の第１号にあ

たる．首都圏の５万分の１地質図幅としては，

東京西南部が1984年に刊行されているので，

中澤　努・遠藤秀典　著

18年ぶりの発行ということになる．新しく刊

行された報告書本文は，今までのB５版から

A４判に大きくし，緑を基調とした簡潔なデ

ザインに仕上がっている．表紙には日本地図

上に大宮地域の位置が示され，裏表紙には本

図幅では地質断面図がカラーで描かれている

など，親しみやすい装丁に仕上がっている．

本図幅の本文は，Ⅰ章.地形，Ⅱ章.地質概

説，Ⅲ章.下総層群，Ⅳ章.新期段丘堆積物お

よび新期関東ローム層，Ⅴ章.沖積層，Ⅵ章.

地下地質，Ⅶ章.活構造，Ⅷ章.応用地質， お

よび文献と英文要旨から構成されている．

調査地域は埼玉県南東部の都市化した洪積

台地と沖積低地に位置している．大都市での

地質調査では観察できる露頭がきわめて限ら

れている．このため，都市域での地質図幅作

成は既存地盤調査ボーリングデータの収集が

ベースになる．本図幅では数千本のボーリン

グデータが収集整理された．しかし地質図の

精度は，これら量的データに加えて，質的に

高いデータがどれだけ加えられているかにか

かっている．このため本図幅では，露頭での

調査に加え，３地点で深度100ｍ前後の層序

ボーリングが行なわれた．Ⅲ章.下総層群と，

Ⅵ章.地下地質では，コア写真や堆積構造な

どの写真を加え，層序ボーリングの成果が見

やすくまとめられている．ここではボーリン

グコアでの堆積相の詳細な観察に基づき，地

下地質のシーケンス層序学的な解析を試みて

いる．その結果，標高約－100m以浅に複数

の堆積シーケンスを認定し，シーケンス境界

を地層境界としてA層～F層の６層に地層区

分された．このうちA層とB層は狭在する火

山灰層からそれぞれ大宮層と木下（きおろし）

層に対比・定義された．木下層の下位のC層

～F層はテフラ鍵層が見いだされないことか

ら房総半島との対比は未了のままとなってい

る．しかし姉崎図幅で採用された地層の見方，

すなわち１回の海水準変動により形成された

地層を１累層と認識することにより，地下地

質構造がかなりすっきりした地層区分として

まとめられることを示している．このような

地層区分を行う中で，木下層が大宮台地の下

を北西から南東方向に延びる，幅数kmの埋

没谷として分布していることが見いだされ

た．近年，ボーリングデータの集積とともに，

東京や千葉でも洪積台地下に部分的に埋没谷

が存在することが知られており，地盤工学・

地震防災面から関心のあるところである．こ

の木下層の埋没谷の存在は隣接地域での埋没

谷の形成時期を考える上で注目される．

平野の地下地質構造は，地層が水平である

ことから，平面図よりむしろ断面図の方がそ

の特徴を表現しやすい（今後は３次元表示に

進むのであろう）．本図幅ではこの点を考慮し

て，通常より多い５本の地質断面図を描いて

いる．このため地下の地質構造がわかりやす

い．その結果，本図幅は普通サイズ（B２版）よ

り大判のA１版となっている．平野の地下地質

に興味を示すのは一般市民から土木・建築工

学関係者まで幅広い層である．地下の３次元

空間をいかにわかりやすく表現するかは，今

後の平野部の地質図の課題となると思われ

る．大宮図幅はその第１歩と評価したい．

Ⅶ章.活構造ではこの地域の地下に推定さ

れている活断層について，近年この地域で精

力的に実施された反射法弾性波探査の成果を

もとに，活断層の実態をとりまとめている．

また，今回の新しい試みとして，３本の層序

ボーリングでの堆積相解析にもとづくラビン

メント面の標高分布から活構造の検討を行

い，川口市や野田市に比べると春日部市が継

続的に相対的沈降を続けていることを示して

いる．さらに，木下層のラビンメント面の標

高分布をもとに，地域的な活構造についても

言及している．これは精度の高い地質図のも

つ汎用性を示すものといえる．

最後に欲を言えば，Ⅴ章.沖積層では沖積

層の各種地質分析データの充実，Ⅷ章.応用

地質では地盤工学，地盤災害面からの考察を

もう少し加えて欲しかった．応用地質の各分

野は他に多くの文献があることや，全ての分

野を盛り込むとなると本図幅自体のバランス

がとれなくなるという面もあるが，平野部に

人口・施設が集中していることを考えると，

平野部の地質図は人と地盤の接点についての

考察は避けられないようにも思われる．都市

部には，これまで土地分類図，地盤図など各

種機関から出されている地質図類がある．本

地質図幅はこれら地質図類の核となすもので

はあるが，これら地質図類の成果も取り入れ

た新しい都市地域の地質図へと発展すること

を期待したい．

ともあれ本図幅は関東平野中央部の図幅と

してのさきがけをなすものである．今後，隣

接地域の地質図作成へ展開していくことを切

に願うものである．

（中山俊雄）

産業技術総合研究所地質調査総合センター，

2002年4月30日発行，A4版，41p，定価

2900円

大宮地域の地質
地域地質研究報告

（5万分の1地質図幅）

新版地質図・
報告書類

下記書籍の献本をいただきました．紹介の労をとって下さる方は、ニュース誌編集委員会（journal@geosociety.jp）までご連絡下さい．

・新編「土壌物理用語事典」土壌物理学会編　養賢堂発行　183ｐ　定価3600円

・「リアルタイム地震学」菊池正幸　著　東京大学出版会発行　222ｐ　定価3800円+税

書評・献本
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ハットンシンポジウムは４年に１度開かれ

る花崗岩の国際研究集会で、世界各国から第

一線の花崗岩研究者が集まって最前線の研究

発表と議論を行い、また研究交流の場にもな

っています．今年はそのハットンイヤーにあ

たり、９月２日～６日豊橋の愛知大学で第５回

大会が開催されます．過去４回の大会はヨー

ロッパ、オーストラ リア、北米で開かれており、

今回は初めてアジアでの大会になります．フ

ァーストサーキュラーに対する参加希望の返

事は30ヶ国以上から寄せられています．

会期の前と後に、韓国を含む合計６コース

の巡検が計画されています．巡検は各コース

ごとに定員があり、参加受付は先着順になり

ます．予備調査ではどのコースも定員を大き

く上回る参加希望が寄せられています．

第５回ハットンシンポジウムの詳細を説明

したセカンドサーキュラーが今年１月に 発

表され、参加申込の受付が始まりました．参加登

録、巡検参加申込、講演要旨送付、費用払込は

いずれも４月末日締め切りです．申込用紙はセカン

ドサーキュラーの最後に付いています．セカンドサ

ーキュラーの内容は、ハットンシンポジウムのホーム

ページ（http://www.gsj.jp/Info/event/hutton）

でご覧になれます．

第５回ハットンシンポジウム事務局の公式

メールアドレスは，

Hutton-V@m.aist.go.jp です．お問い合わせ

やご意見などありましたらお寄せください．

第５回ハットンシンポジウム　

組織委員長　石原舜三

（産業技術総合研究所地質調査総合センター）

事務局長　中島　隆

（産業技術総合研究所地質調査総合センター）

第５回ハットンシンポジウムのセカンドサーキュラー発表と
参加申込受付開始のお知らせ

2004年８月20日～28日　開催予定．

１stサーキュラーをご希望の方は学会事務局（main @geosociety.jp/電話03－5823－1150）ま

でお問い合わせ下さい． 大会公式HPはhttp://www.32igc.org/default1.htmです．

The 32nd International Geological Congress 2004
in Florence, Italy 1stサーキュラーあります．

科学技術振興事業団では、国公私立大学．国公立研究機関、独立行政法人等の公的研究機関等の優れた研究成果（新技術）を企業などに技

術移転して実用化し、社会経済や科学技術の発展・国民生活の向上に寄与できるよう取り組んでおります．特に、企業化のために技術開発に

リスクが大きいと思われる新技術については、事業団が開発リスクを負担する「委託開発事業」による実用化を進めています．

平成15年度の委託開発事業についての開発課題・開発実施企業を以下の内容で第1回募集を行いますので、ご案内いたします．なお、平成15

年度の第2回募集は7～8月頃を予定しています．

詳細および申込書ダウンロードはhttp://www.jst.go.jp/jst/itaku-j.html．をご参照下さい．

第1回応募〆切：平成15年3月31日（月）必着

科学技術振興事業団

お知らせ：

委託開発事業　開発課題・開発実施企業募集
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■多賀町の位置と地質
犬上郡多賀町は滋賀県の東部，彦根市

の近郊に位置します．
東は鈴鹿山脈の北部，三重県境まで，

西は彦根市と接しており，琵琶湖の周り
の低地まで広い範囲におよび，様々な地
形を含んでいます．
また，山間部には美濃帯の中古生層や

白亜紀後期の湖東流紋岩類が分布してお
り，丘陵部の鮮新統古琵琶湖層群，平野
部の芹川河床に露出する第四紀更新世後
期の礫層と、地質もバラエティに富んで
います．

■アケボノゾウの化石
1993年に地元である多賀町四手の古琵

琶湖層群蒲生塁層から産出した約180万年
前のアケボノゾウの骨格は全身の60パー
セントが残った極めて完全に近いもので
あり，ステゴドン属のゾウ化石の中では
アジアで２番目にそろった骨格です．
当館では，この化石の産出状況を中庭

に，この化石を元にした復元骨格（表紙
写真）をホールに、この化石の実物を展
示室に展示しています．また、この標本
の右前肢の、手首から先の骨格は、指先

まで交連状態で産出しており、その特異
な産出状況をそのままキャストにした物
も展示しています．
さらに、手で動かせる展示としてアケ

ボノゾウの左前肢（肩甲骨～指先まで）
の復元骨格を、それぞれの関節に可動軸
を入れて展示しています．

■シカ類の化石
また、アケボノゾウ化石と同層準から

産出したシカ類化石はメスの全身骨格と
オスの角を含んでおり、新種の可能性が
ありますが、まだよく分かっていません．
当館の展示では、これらの化石のうち

メスの組み立て骨格と、オスの角を復元
したものを展示しています．また、比較
標本として兵庫県明石市産のシカマシフ
ゾウ、長崎県加津佐町産のカズサジカ、
千葉県市原市産のニホンムカシジカの角
のそれぞれキャストを展示しています．

■ナウマンゾウの化石
多賀町を流れる芹川の河床では，1916

年からナウマンゾウの化石がこれまでに
17個見つかっており（その大部分は臼歯），
中でも博物館開館直前の1998年に見つか
った切歯（象牙）化石は長さが2.1mもあ
り，見事なものです．当館ではこれらの
化石群を全て展示しています．

■ペルム紀の海生無脊椎動物化石
一方，美濃帯中のメランジェブロック

であるペルム系石灰岩からは四放サンゴ
類，床板サンゴ類、ウミユリ類，腕足類，
三葉虫類，コケムシ類など，無脊椎動物
の化石が見つかります．
当館ではこれらの化石を展示するととも
に、世界の三葉虫化石のコレクションも
展示しています．

■当館の展示構成
当館の展示は、多賀町とその周辺地域

の自然と、そこにすむ人々の生活の歴史
に焦点を当てており、自然の歴史と人の
歴史、そのお互いの関係が自然に分かる
ように配慮しました．また、博物館で眺
めているだけでなく野外に出て観察・採
集を行なう気になってもらえるようにと
考え、採集道具や服装も展示しています．
まず、最初のコーナー、多賀町の現在

の自然を紹介する「多賀の自然」では，
導入部に石灰岩が作る急峻な地形と丘陵
部の地形のジオラマをおき、そこにすむ
さまざまな動物の剥製を配置した後、現
生のチョウをはじめとする昆虫標本のコ
レクションと植物の標本を展示していま
す．
次のコーナー「鈴鹿山脈の地質と化石」

では、導入部に「化石で見る生き物の歴
史」と題してストロマトライトからマン
モスの毛まで主に海外の標本を時代順に
展示し、化石というものがどんなものか
を知ってもらえるようにしました．さら
に、次の「近江カルストの化石」では前
述のペルム系の石灰岩より産出した無脊
椎動物の化石を展示しています．また、
「大きな海でできた石」と題して数点の岩
石標本と伴に付加帯の成因を解説してお
り、「カルスト地形」では石灰洞の洞内生
成物や洞くつ内の生物を展示し、観光洞
となっている石灰洞「河内の風穴」の、
一般の観光客が入れない部分の洞内の様
子などをビデオで紹介しています．また
「7000万年前の火山」と題して数点の岩石
標本を展示しながら湖東流紋岩類が白亜

博物館紹介○50

多賀町立博物館　多賀の自然と文化の館

学芸員　大島　浩

アケボノゾウの実物標本の展示 アケボノゾウの復元骨格
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紀後期のカルデラを形成する火山活動の
痕跡である事を解説しました．また、さ
われる展示として岩石標本、鉱物標本を
持ってみて重さなどを実感してもらうコ
ーナーや偏光顕微鏡で岩石薄片を観察で
きるコーナーを設けました．
次のコーナー「丘陵の地層と化石」で

は前述のアケボノゾウの実物標本、シカ
類化石の組み立て骨格の他、古琵琶湖層
群の剥ぎ取り標本、古琵琶湖層群より産
出する植物化石や貝類化石、魚類化石を
紹介し、琵琶湖が現在よりもずっと南で
発生し、徐々に移動して現在の位置まで
来た事をパネルで説明しています．
次の「化石発見物語」では前述のナウ

マンゾウ化石の他、それらを発見した人
の顔写真を並べて紹介しています、また、
さわれる展示として、台湾の海底産のナ
ウマンゾウの仲間の臼歯化石を置いて
「さわってみようゾウの歯の化石」という
コーナーも作りました．

こうして、多賀町に残された自然の歴
史の記録を一通り見た後、「多賀の人々の
歴史」のコーナーで人の歴史を概観し、
「人と自然のかかわり」というコーナーで
亜炭や石灰岩の採掘などの展示を見てか
ら、展示室を出る前にもう一度最初に見
た「多賀の自然の」コーナーを通っても
らう．という展示構成になっています．
ここには「歴史を知ってから見直すと現
在の自然も違って見えるかもしれない」
という製作した私たちの思いがあります．

■普及・教育活動
今年度は観察会年８回、室内の講座６

回を行ない、そのうち３回が地学系です．
また、学校等の団体が見学する際に、事
前の相談があれば、当館のスタッフが野
外に随行して解説するということも行な
っています．また、５月の連休の時期に
は古琵琶湖層群の粘土（以前の工事の時
に頂いたもの）から化石を探し出す「古
琵琶湖層から化石を発見しよう」を行な
いました．

■設立の趣旨
多賀町立博物館は、1993年にアケボノ

ゾウの骨格が発見された事をきっかけに、
博物館を設置しようという声が高まり、
1995年に準備室が発足し、1999年に開館
しました．
設立の趣旨は「多賀町とその周辺地域

の自然と人間の歴史についての理解を深
め、さらに町民自らの手で明らかにし、
郷土の未来を考えるため」（設置条例より）
とされています．
■組織
館長１名（兼務）
学芸員３名（３名のうち１名は考古学が
専攻で兼務、他の２名の専攻はどちらも
古脊椎動物学）

事務職員１名
臨時職員（事務）１名
■利用案内
休館日：月曜日、火曜日、祝日の翌日、
年末年始
観覧料：200円（団体20名以上：150円）
小中学生無料

■交通
電車　ＪＲ東海道線（琵琶湖線）彦根駅
下車　③番乗り場　湖国バス「工業団地
経由多賀町役場前行」あけぼのパーク多
賀下車（所要時間約20分）
・自動車　名神高速道路彦根I.Cから国道
306号で日野水口方面へ5km多賀北交差点
を左折1km

■連絡先
TEL 0749-48-2077
FAX 0749-48-8055
所在地：〒522-0314 滋賀県犬上郡多賀町
四手976-2 あけぼのパーク多賀内
URL：http://www.biwa.ne.jp/̃taga-mus/
e-mail：taga-mus@mx.biwa.ne.jp

各博物館のご案内のほか，企画展・特別展・催し物の情報をお寄せ下さい。ご投稿お待ち
しています．お問い合わせは，journal@geosociety.jp（ニュース誌編集委員会）まで

博物館関係者の皆様へ

権現谷産のペルム紀海生動物化石の展示左に見えるのが各時代の化石の展示，右に見えるのが鍾乳洞の展示の一

部，中央は岩石・鉱物や化石を触わったり顕微鏡で観察したりするコーナー
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The Islands Arcは，年4回発行されます．最新号

のVol. 12 Issue 1が2003年1月に発行されました．

日本語要旨をニュース誌と学会ホームページ

（http://www.geosociety.jp）にも掲載しています．

全文はオンライン（http://www.blackwell-synergy.com）

で無料閲覧できますので，是非ご覧下さい．

Vol. 12 Issue 1には，以下の5編が掲載されていま

す．

Vol. 12 Issue 1
1. Quaternary reactivation of Tertiary faults in the

southeastern KoreanPeninsula: Age constraint by optically

stimulated luminescence dating.

Jin-Han Ree, Young-Joon Lee, Ed J. Rhodes, Youngdo Park, Sung-

Tack Kwon,Ueechan Chwae, Jeong-Soo Jeon, Bongjoo Lee

チベット高原の北西縁に位置するクンルン地域は，南北の２つの

ブロックに区分される．北ブロックはタリムクラトンの一部をなす

ことが知られているが，南ブロックについてはその地質学的特性や

成因についてよく解っていない．本論文では，南クンルンブロック

の主要構成岩石である花崗岩類（471～214Ma）について，Sr－

Nd－O同位体組成を決定し，これらの花崗岩類の形成にはマント

ル由来のマグマが重要な役割を果たしていたことが明らかになっ

た．これらの試料について1.1－1.5GaのNdモデル年代が得られ，こ

れは本ブロック中の変成岩類に対する年代とほぼ一致するが，北ク

ンルンブロック中の基盤岩類のそれ（2.8Ga）とは有意に異なる．

したがって，南クンルンブロックには太古代地殻は存在しないと考

えられる．そうであるならば，南北両ブロックは最初は同一のブロ

ックであったものが後に分裂・再衝突したとする「マイクロコンテ

ィネントモデル」は成り立たないことになる．

2. Absence of Archean basement in the South Kunlun Block:

Nd-Sr-O isotopic evidence from granitoids

Chao Yuan, Min Sun, Mei-Fu Zhou, Hui Zhou, Wenjiao Xiao,

Jiliang Li

韓半島南東部には二つのグループの第四紀の断層が知られてい

る．第１のグループはＮＥＥ走向の高角右水平ずれ断層であるが，

第２のグループはＮＥＥ走向の低角逆断層である．後者は，既存の

正断層が再活動したものである．第四紀の堆積物の光励起ルミネッ

センス（ＯＳＬ）年代測定法によると，それを切る逆断層が，３万

２千年以降も活動したことを示す．これらの断層は，北東アジアに

おける現在の地震活動を考慮すると，現在の応力場で再び動きうる

と考えられ，韓半島南東部は地震学的には安定であるという考えは

再考すべきである．

3. Late Cenozoic Volcanic Activity in the Chugoku Area,

Southwest Japan Arc:Activity during Back-arc Basin Opening

and Re-Initiation of Subduction

Jun-Ichi Kimura, Tomoyuki Kunikiyo, Isaku Osaka, Takashi

Nagao, Seiki Yamauchi, Susumu Kakubuchi, Shomei Okada, Norie

Fujibayashi, Ryuhei Okada, Hisashi Murakami, Takashi Kusano,

Koji Umeda, Shintaro Hayashi, Tsuneari Ishimaru, Atushi

Ninimiya and Atsushi Tanase

中国地方における後期新生代の火山活動史について，新たに得ら

れた108のK－Ar年代と，既存の年代データをもとに議論する．お

よそ26Mysにわたる島弧の火成活動史は，日本海背弧盆の拡大と，

フィリピン海プレートの沈み込み再生のテクトニックイベントを含

んでいる．中国地域の火山活動は，日本海リフティングに伴ってお

よそ26Maに背弧域から始まり，20－12Maには前弧方向へと拡張し

アルカリ玄武岩の活動が卓越した．この第三紀火山弧は4Maまで活

動が続き，4－3Maの不活発期を境に，背弧側へと再び縮小を開始

した．1.7Ma以降はアダカイト質デイサイトの活動が，火山フロン

ト沿いに起こった．背弧域から拡張期の活動は，日本海形成に関与

したマントルアセノスフェアの上昇に関連しており，第四紀以降の

活動域の縮退とアダカイトの活動は，再生したフィリピン海プレー

トの沈み込みによるマントルの温度低下とスラブ融解に関連してい

ると見られる．

4. Paleomagnetism of Pleistocene widespread tephra deposits

and its implication for tectonic rotation in central Japan

Hiromi Iwaki and Akira Hayashida

広範囲に堆積した１枚のテフラは瞬間的な地球磁場方位を記録し

ていることから，地磁気経年変化を考慮せずに地域間の磁化方位の

比較に使える可能性がある．本論文では，近畿地方から房総半島に

かけて分布する約1.8Maの広域テフラの恵比須峠-福田テフラに注目

し，第四紀の中央日本における相対的な回転運動の有無を検討した．

残留磁化方位を比較すると，大阪・京都，三重，新潟地域に分布す

る福田火山灰層の方位はほぼ等しく，偏角が約－170°であったの

に対し，岐阜県高山地域の恵比須峠火砕堆積物の偏角は約－155°

であった．このことから，高山地域と大阪・京都地域の間で，第四

紀に有意な回転運動が起こっていたことが示唆される．

5. Fault-related folds and an imbricate thrust system on the

northwestern margin of the northern Fossa Magna region

central Japan

Yukinobu Okamura

北部フォッサマグナ北西部に位置する西頸城山地からその沖合の

直江津沖堆積盆地に発達する褶曲構造を，断層関連褶曲の考え方を

用いて解析し，深部構造モデルを提案した．それぞれの背斜構造の

断面形態とgrowth strataの形状から，一連の褶曲群がfault-bend

foldとfault-propagation foldとに区分され，全体として３枚のスラ

ストシートからなると考えた．また，バランス断面法に基づいて，

スラストは地下十数kmの上部地殻と下部地殻の境界付近まで達す

ると推定した．さらに，北部フォッサマグナの褶曲構造もいくつか

のスラストシート上に形成されている可能性を指摘した．

Vol.12, Issue 1 要旨
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2002年12月14日（土）と15日（日）に日本地質学会と日本火山学

会，全国火山博物館協議会の共催で「火山の国日本の箱根シンポジ

ウム」とその見学会が箱根町仙石原公民館で開催されました．この

シンポジウムは，今年の3月に箱根町立大涌谷自然科学館の閉館が

することとから，もう一度箱根火山の研究や防災および，火山と住

民との共生や火山についての教育活動を考えてみようという趣旨

で，共催団体の有志による企画実行委員会が主催して行われたもの

です．日本地質学会からは普及教育事業部会の生涯教育委員会と学

校教育委員会のメンバーが企画実行委員会に参加しました．

当初心配していた参加者数も，14日の開演間近になると広い会場

も座る席を探すほどに埋まり，最終的には200人以上の参加者があ

り，企画実行委員会事務局の予想を大きく上回る盛況となりました．

14日のシンポジウムは，時事通信社の中川和之氏の司会進行によ

り開催された．冒頭に，実行委員長である日本大学の高橋正樹氏か

ら子供のころの箱根火山にまつわる思い出と大涌谷自然科学館が果

たしてきた役割，そして箱根火山を中心とした科学教育や防災など

の今後の展望などを踏まえて，シンポジウムの趣旨が述べられまし

た．

第一部の「箱根火山をもっと知ろう」では，まずは最近箱根火山

を精力的に調べられている高橋正樹氏が，長く箱根火山の典型的モ

デルとして扱われてきた久野＆町田モデルとは異なる新しい箱根火

山成長発達史について講演されました．古期・新期外輪山や中央火

口丘群の野外調査と構成岩石の化学組成と年代値の測定結果にもと

づく新しい発達史の話は，特に年配の参加者に大きな刺激を与えた

ようでした．また，プレートの動きに伴う国府津－松田断層など活

断層の動きと火山活動との連動を視野に入れたテクトニクスの話

は，神奈川西部地震が懸念されている地域だけあって一般市民の関

心を強く引いたようで，質問が相次ぎました．

次に，詳細な野外調査の成果にもとづいてダイヤコンサルタント

の小林　淳氏から箱根火山の最近の中央火口丘群の活動史について

の発表が行われ，高橋氏の話とあわせて，箱根火山の新しい形成発

達史モデルが示され，会場の参加者は箱根火山の最近の成果を十分

に堪能した様子でした．つづいて，神奈川県温泉地学研究所の代田

寧氏から，2001年の箱根群発地震と地殻変動について講演が行われ

ました．2001年に大涌谷を中心に起きた群発地震と地殻変動につい

ての話は，まさに生きている箱根火山をあらわしているものでした．

会場からは，他の火山地域の方や地元町民から観測データや観測結

果の公開についての質問や，自治体や関係機関に対しての要望など

がでる一幕もあり，火山活動に伴う市民の防災意識の高まりが感じ

られました．

第二部の「火山と人間の共存」では元NHK解説委員で全国火山

系博物館連絡協議会代表の伊藤和明氏のコーディネートにより，4

名の方によるパネルディスカッションが行われました．地元，箱根

大涌谷自然科学館長の袴田和夫氏から長年にわたる自然科学館の活

動とその果たしてきた役割，そして今後の展開について話がありま

した．噴気活動がつづく火山の現場で，子供たちをはじめ多くの

方々に火山についての認識を深めてもらうためにつづけてきた活動

が紹介されました．静岡大学の小山真人氏からは，富士山の防災マ

ップの話とともに，箱根火山とのかかわりについて話がされ，箱根

火山が日本の火山研究のメッカとして位置づけられてきたことが紹

介されました．三松正夫記念館の三松三朗氏からは，有珠山の活動

に伴う地元住民と自治体の関係について紹介がされ，火山活動の過

去の歴史や活動についての情報をいかに地元に提供し，火山を恐れ

ず火山とともに生活していく知恵を出していくか教訓的な話であり

ました．会場からは三松氏の考え方に賛同する拍手がおきました．

阿蘇火山博物館の池辺伸一郎氏から，火山を教材にした博物館活動

の紹介がされ，火山をよく知るための学習活動の重要性と，火山と

共存していく知恵を生み出していく必要性が強調されました．地学

教育の衰退がいわれる現在において，あらためて地学教育の必要性

を訴える話に，会場から同意の意見がいくつも出されました．

このシンポジウムに関連して，会場入口には神奈川県立生命の

星・地球博物館から神山火砕流堆積物の剥ぎ取り標本や箱根火山

CG鳥瞰図が展示され，参加者の関心を引いていました．

翌15日には見学会が開催され，バス2台に分かれ，箱根外輪山か

ら中央火口丘群にかけて，箱根火山の地形や地質を見学しました．

湖尻峠では，約7000年前と22000年前に神山から流れてきて古期外

輪山を乗り越えて静岡県側に流れ下った火砕流堆積物を見学しまし

た．芦之湯では，最近5万年間の中央火口丘の連続した噴出物を見

学する予定でしたが，あいにくその一週間前に降った雪のために何

も見えないというハプニングもありました．最後の見学地である大

涌谷では，水蒸気爆発に伴う降下火山灰層や土石流堆積物など最近

数100年前の火山活動の痕跡を観察しました．最後に，夕日に照ら

され噴気ののぼる2001年の地殻変動の現場の上で，袴田和夫氏にそ

の活動の様子やこれまでの大涌谷自然科科学館の活動の話をしてい

だき，箱根火山のまさに生きている姿を実感するとともに，このよ

うに火山をじかに肌で感じることのできる教育施設の必要性を，参

加者一同感じることができました．

写真2. 大涌谷で2001年の地殻変動について説明する袴田館長．

火山の国日本の箱根シンポジウム　開催報告

写真1. シンポジウム会場のようす（第2部）
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日程 平成15年３月15日（土）

場所　大阪市立大学理学部第２講義室

講演申込要領：講演演題・発表者（所属）を明記の上，下記宛先ま

で２月24日（月）までにお申込下さい

申込先：〒558-8585 大阪市住吉区杉本3-3-138

大阪市立大学理学部地球学科

日本地質学会近畿支部事務局 三田村宛

TEL：06-6605-2592，FAX：06-6605-2522

e-mail：mitamura@sci.osaka-cu.ac.jp

最後に，シンポジウム開催にあたって後援および会場を提供して

いただき会場設営・運営に多大なるご協力をしていただいた箱根町

および仙石原公民館に厚くお礼申し上げます．また，シンポジウム

の共催および後援等をしていただいた神奈川県および関係学会にお

礼を申し上げますとともに，当時運営等で協力していただいた多く

の方々に感謝いたします．なお，本シンポジウム開催にあたり，多

くの方から総額158,478円にもおよぶ寄付をいただき，誠にありが

とうございました．

本シンポジウムの講演要旨集（見学会案内書）については，若干

の残部がありますので，ご希望の方は地質学会事務局

（main@geosociety.jp）までお問い合わせださい．

箱根火山シンポジウム企画実行委員会　

柴　正博・平田大二

2003.3～

地球科学分野に関する研究会，学会，国

際会議，などの開催日，会合名，開催学会，開

催場所をご案内致します．会員の皆様の情

報をお待ちしています．

☆印は，日本地質学会行事．

月　March
○第37回日本水環境学会年会
3月4日（火）～7日（金）

場所：熊本県立大学

http//www.jswe.or.jp

☆日本地質学会近畿支部例会
３月15日（土）

場所：大阪市立大学理学部第２講義室

問い合わせ

近畿支部事務局 三田村宛

e-mail：mitamura@sci.osaka-cu.ac.jp

http://www.geosociety.jp/shibu/kinnki.html 

月　April
○第2回活断層研究センター研究発表
会－活断層評価手法の高度化にむけて－
4月18日（金）

場所：江戸川区総合区民ホール

（東京都江戸川区）

http://unit.aist.go.jp/actfault/activef.html 

○堆積学会第１回記念例会
4月26日（土）～28日（月）

場所：東京大学　農学部弥生講堂　　

4

3

26日：シンポジウム－堆積学の新たな地平と

展望（仮題），懇親会

27日・28日：総会議事・個人講演会・ポスター

発表

月　May
○地球惑星科学関連学会2003年合同
大会
5月26日（月）～29日（木）

会場：幕張メッセ国際会議場（全館）

http://epsu.jp/jmoo2003/

月　June
☆日本地質学会中部支部年会
6月14日（土）～15日（日） 総会・シンポジウ

ム・巡検

場所：岐阜大学柳戸キャンパス

問い合わせ：中部支部事務局　竹内　誠

TEL：052-789-2525

E-mail:takeuchi@eps.nagoya-u.ac.jp

http://www.geosociety.jp/shibu/chubu.html

○日本古生物学会2003年年会総会
６月下旬　

会場：静岡大学理学部

シンポジウム「生物多様性を古生物学から考

える」

http://ammo.kueps.kyoto-u.ac.jp/palaeont/

月　July
○2003年度「青少年のための科学の
祭典」全国大会
7月24日（木）～28日（月）（予定）

場所：科学技術館　一階催事場（千代田区北

の丸公園）

http://ppd.jsf.or.jp/shinko/pro/ysf/

7
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月　August
○平成15年度全国地学教育研究大
会・日本地学教育学会第57回全国大会
８月１日（金）～８月４日（月）

会場：上越教育大学講義棟

http://www.juen.ac.jp/gakkai/geo_joetsu/

○地学団体研究会第57回総会
8月8日（金）～10日（日）

会場：新潟大学五十嵐キャンパス

http://wwwsoc.nii.ac.jp/agcj/index.html

○日本第四紀学会2003年度大阪大会
8月29日（金）～31日（日）

場所：大阪市立自然史博物館

http://wwwsoc.nii.ac.jp/qr/QR2home.htm

月　September
○第５回ハットンシンポジウム
9月2日（火）～6日（土）

会場：愛知大学（豊橋市町畑町1-1）

http://www.gsj.jp/Info/event/hutton/

（official Web）. 

http://www.bunbun.ne.jp/̃hutton/index.ht

ml（Japanese）

○第13回Goldschmidt国際会議
9月7日（日）～12日（金）

会場：岡山県倉敷市

http://www.ics-inc.so.jp/gold2003/

☆日本地質学会第110年年会・総会
（静岡大会）
9月19日（金）～21日（日）

会場：静岡大学

http://www.geosociety.jp
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☆近畿支部

案内

日本地質学会近畿支部例会開催・講演募集
ご案内

右記のように，近畿支部例会を執り行うこととなりました．つき

ましては，皆様からの講演を募集いたしますので右記の要領に従い

ご応募くださいますようお願いいたします．

支部コーナー
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☆オンライン化検討委員会

オンライン化に関するアンケート報告

21世紀に入り世界の情報化への動きはますます早まってきていま

す．好むと好まざるとに関わらず，本学会もそれに対応し活動を一

層充実したものにしていくことが必要です．とりわけ，インターネ

ットに関しては常時接続時代をむかえ，インターネット革命の時代

からインターネット活用する時代へと変わりつつあります．日本地

質学会では，2001年にオンライン化検討委員会を発足させ，インタ

ーネット技術の導入について検討を続けてきました．その一環とし

て会員を対象にオンライン化に関するアンケートを実施いたしまし

た．このアンケートには1519人の会員から回答が寄せられました．

多忙な中，アンケートに協力いただいた皆様に感謝いたします．

ここにオンライン化検討委員会としてアンケート結果を以下のよ

うにまとめました．｢オンライン化検討委員会（天野一男委員長）｣

は，｢オンライン化委員会（鈴木徳行委員長）｣へと発展的に解消し

ました．今後は，今回のアンケート結果を生かして，オンライン化

委員会がさらに具体的に検討を進めていく予定です．検討を進める

にあたり，今回，回答いただけなかった会員からの意見も十分伺う

機会も設けていくつもりですので，よろしくご協力くださいますよ

うお願いいたします．

【総評】

回答率は全会員数の３分の１におよんでおり，回答者の階層分布，

年齢構成はそれぞれ地質学会全会員の構成を反映しています．した

がって，今回のアンケートの結果は，今後，学会のオンライン化を

検討する際の有用な基礎資料となるものと考えられます．

まず，全体的な傾向について分析します．回答者の85パーセント

が何らかの形でほぼ毎日パソコンを利用していること，91パーセン

トがメールアドレスを保有していること，85パーセントがホームペ

ージを良く閲覧していることは，地質学会会員がインターネットを

活用できる環境下で活動していることを示しています．一方，回答

者の多くが頻繁にホームページを閲覧しているにもかかわらず，地

質学会のホームページを閲覧している方が30%と以外に少ないこと

も明らかになりました．本学会のホームページのありかたについて

今後の検討が必要と判断されます．

また，世代によってインターネットとの関わり方が明瞭に異なっ

ていることも明らかになりました．より若い世代ほどインターネッ

トの活用に対して積極的な姿勢が認められます．しかし，地質学雑

誌や講演要旨集の電子化に対しては，20代から60代の会員にいたる

まで一様に電子化・CD化推進を希望しています．

以下に今回のアンケート項目を，回答者からの要望が強い順に列

挙します．

①　年会申し込み等のオンライン化：必要87%（現在と併用61%を

含む），現在維持13%

②　講演要旨の電子化：必要78%（冊子版の有料提供53%を含む），

現状維持23%

③　教材・画像等の無料ダウンロード：希望する77％，希望しない

6%

④　地質学雑誌の電子化：必要74%（冊子版の有料提供51%を含

む），現状維持26%

⑤　地質学雑誌バックナンバーダウンロード：希望する68%，希望

しない10%

⑥　刊行物のオンライン販売：利用する63%，利用しない12%

⑦　ホームページでのアンケート実施：協力する62%，協力できな

い12%

⑧　メールマガジン配信：読む58%，読まない14%

⑨　講演要旨バックナンバーのダウンロード：希望する53%，希望

しない21%

⑩　オンライン会員名簿：利用する49%，利用しない21%

⑪　会員登録情報更新のオンライン化：利用する44%，現状維持42%

⑫　オンライン会費支払い：利用する35%，利用しない34%

⑬　HP上での学会掲示板：利用する25%，利用しない24%

ここに列挙されたオンライン化や冊子の電子化はいずれも既存の

インターネット技術でも対応できるものであり，既に実施している

学術団体も少なくありません．しかし，本格的に実施するためには，

地質学会として体制を整えてゆく必要があります．

【項目別アンケート結果】

アンケート回答者総数：1519人

１．回答者の階層分布（図１）

2000年度の会員分布と比較して，大学教官の回答者が多く，学

生・院生・研究生の回答者が少ないが，ほぼ地質学会全体の階層分

布と同様でした．

２．回答者の世代分布（図２）

回答者の世代分布は会員の年齢分布と似ています．

３．パソコンの使用頻度（図３）

回答者の85%以上が毎日パソコンを利用しています．時々利用す

る会員を加えると，会員の約95%がパソコンを活用していることに

なります．中でも，最も活用しているのは30代の会員で（毎日利用

98%以上），年齢の増加とともにパソコン利用者の割合が減少していま

す．しかし，70代の会員でも毎日利用している会員は約33%でした．

４．一般HPの閲覧（図４）

ホームページを良く見る（44%），ときどき見る（41%）を合わ

せると85%に達し，多くの会員がホームページを閲覧していること

がわかります．最も良くホームページを閲覧していのは20代の会員

で，よく見る（72%），ときどき見る（28%）を合わせるとほぼ

100%に達しています．30代，40代の会員でもそれぞれ，97%，90%

と非常に高いことがわかります．ホームページを閲覧している会員

の割合は年齢の上昇とともに次第に減少していますが， 70代の会

員でもその40%がホームページを閲覧しています．ホームページを

見たことがない会員は全体の4%で，そのほとんどが50代以上の会

員でした．

委 員 会 だ よ り
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５．メールアドレスの有無（図５）

回答者全体の91%がメールアドレスを持っており，複数持ってい

る回答者の割合は53%でした．世代の若い会員ほど複数のメールア

ドレスを持っており，20代，30代の回答者ではメールアドレスを複

数持っている会員の割合はそれぞれ，74%，72%でした．

６．地質学会ホームページの閲覧（図６）

地質学会のホームページを頻繁に見ている会員は回答者のわずか

2%で，ときどき見ると回答した会員を合わせても全体の30%でし

た．

年齢が高い会員ほど学会ホームページを閲覧していない割合が多

いのも特徴です．20代，30代の回答者ではそれぞれ47%，39%がよ

く見る，あるいはときどき見る，と回答していますが，50代，60代

の回答者ではそれぞれ，25%，17%でした．70代の方でも，ときど

き見ると回答した会員の割合は22%でした．

７．メールマガジン配信（図７）

迅速性が必要なニュースをメールマガジンとして配信した場合，

それを読みたいと回答した会員が最も多く，全体の約57%を占めて

います．現状ではとちらとも言えないと回答した会員が次に多く，

全体の29%を占めています．読まないと答えた回答者は全体の約

14%でした．

世代別では，年齢が高いほど読まないと回答した会員が多くなる

傾向があり，読まないと回答した会員の割合は20代から60代へかけ

て4%から18%へと漸増しています．70代では43%が読まないと回答

しています．

８．地質学雑誌の電子化，オンライン化（図８）

現在の「地質学雑誌」をCD化（電子化）して全会員に配布し，

希望者には有料で印刷版「地質学雑誌」を配布すると回答した会員

が最も多く全回答者の51%を占めました．現状の冊子版「地質学雑

誌」を維持すると回答した会員は全回答者の26%でした．現在の冊

子版をやめてCD版のみとすることを希望した会員は23%です．冊

子版を残す，残さないにかかわらず，CD化を希望した回答者は全

体の74%を占めています．

世代別に見ると，CD化と冊子版有料配布を同時に行うのが望ま

しいと回答した会員が最も多い割合（62～65%）を占めたのは20代

から30代の方でした．70代では現状を維持すると回答した会員の割

合が最も高く，64%を占めていました．

９．バックナンバーのダウンロード（図９）

これまで発行された「地質学雑誌」のバックナンバーを電子化し，

ホームページからダウンロードすることを可能にした場合，利用す

ると回答した方は全体の68%を占めました．一方，利用しないとし

た会員は全回答者の10%でした．

世代別では，若い会員ほど利用を希望する傾向があります．20代

での利用希望者は回答者の86%を占めていました．一方，60代，70

代の会員では利用を希望するとした回答者の割合は低く，それぞれ，

46%，23%でした．

10．教材・画像等の無料ダウンロードサービス（図10）

利用するとした回答者は全体の76%でした．若い世代ほど利用し

たいと回答した会員の割合が多い傾向があり，とくに30代の回答者

の90%が最も多く利用したいと回答しています．年齢が高いほど利

用を希望しない会員が多く，60代，70代では利用しないと回答した

会員がそれぞれ，29%，40%でした．

11．年会申し込み等のオンライン化（図11）

現在の方法とオンラインによる方法を併用するのがよいとした回

答者の割合が最も高く61%であった．現在の方法をやめ，オンライ

ンで年会申し込み等を実施するのがよいとした回答者は全体の26%

でした．

高齢になるほど現在の方法を継続すると回答した会員の割合が大

きくなる傾向があります．70代では現在の方法を継続すると回答し

た会員が59%と半数以上を占めています．オンライン登録のみ，オ

ンライン登録と現在の方法の併用を選択した回答者を合わせた割合

では，20代が最も高く93%を占めています．年齢が高くなるにつれ

て漸減するが，60代でも77%をしめています．

12．講演要旨のCD化（図12）

現在の冊子版講演要旨集をやめてCD化（電子化）して配布するの

がよいとした回答者は全体の24%，CD化とともに希望者には冊子版要

旨集を有料で配布するとした回答者は全体の53%を占めていました．

CD版のみ，CD版と冊子版の併用を選択した回答者を合わせた割
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な い 9%

ひ と つ 
38%

複 数 
53%

図 ６ 地 質 学 会 ホ ー ム ペ ー ジ の 閲 覧 

と き ど き 
28%

殆 ど 見 な い 
41%

見 た こ と な い 
29%

よ く 見 る 2%

図 ７ メ ー ル マ ガ ジ ン 配 信 

読 む 
57%

読 ま な い 
14%

ど ち ら と も 
29%

図 ８ 雑 誌 の 電 子 化 オ ン ラ イ ン 化 

現 状 維 持 
26%

冊 子 版 止 め 
CD配 布 
23%

冊 子 版 希 望 に 
よ り 有 料 配 布 
51%

図 ９ バ ッ ク ナ ン バ ー ダ ウ ン ロ ー ド 

利 用 す る 
68%

利 用 し な い 
10%

ど ち ら と も 
22%

図 １ ０ 教 材 、 画 像 等 、 
無 料 ダ ウ ン ロ ー ド サ ー ビ ス 

利 用 す る 
76%

利 用 し な い 
6%

ど ち ら と も 
18%

図 １ １ 年 会 申 込 

現 行 と 併 用 
61%

オ ン ラ イ ン で 
実 施 
26%

現 在 の ま ま で 
よ い 
13%

日本地質学会News ６（２）16



日本地質学会News ６（２） 17

合では，20代が最も高く83%を占めています．年齢が高くなるにつ

れて漸減するが，60代でも，67%を占めています．

13．講演要旨バックナンバーのダウンロードサービス（図13）

講演要旨バックナンバーのダウンロードサービスを希望すると回

答した会員の割合は全回答者の53%でした．

世代別では，若い世代ほど講演要旨バックナンバーのダウンロー

ドを希望している傾向がありますが，年齢が高くなるにつれてダウ

ンロードを希望する回答者の割合は顕著に減少しています．

14．ホームページでの学会掲示板の利用（図14）

ホームページ上に学会掲示板を設置した場合，利用すると回答した

会員は全回答者の25%で，世代間の違いは大きくありませんでした．

15．オンラインによる会費支払い（図15）

学会会費の支払いをオンラインでも行えるようにした場合，利用

すると回答した会員は全体の35%で，利用しないとした回答者は

34%，どちらとも言えないとした回答者は31%でした．

若い世代の回答者ほどオンラインでの支払いを行うとした会員が

多く，20代，30代ではそれぞれ46%，47%でした．利用しないと回

答した会員は60代，70代に多く，それぞれ46%，54%でした．

16．オンライン会員名簿（図16）

会員名簿をオンラインで会員のみに公開した場合，利用すると回

答した会員は全体の49%でした．

世代別では，30代，40代のそれぞれ，58%，55%の回答者が利用

すると答えていますが，60代，70代の回答者では利用しないとした

会員の割合が，それぞれ32%，40%でした．

17．会員登録情報更新のオンライン化（図17）

会員登録情報をオンラインで行えるようにした場合，利用すると

した回答者は全体の44%，現状通りがよいと回答した会員は42%，

どちらとも言えないと回答した会員は14%でした．

オンラインで登録情報を更新すると回答した会員の割合は，世代

が若いほど高くなっています．20代，30代ではいずれも57%，40代

では48.1%でしたが，60代，70代では，それぞれ26%，13%と急減

しています．

18．刊行物のオンライン販売（図18）

学会出版物等をオンライン販売するばあい，利用すると回答した

会員は全体の63%でした．

より若い世代の会員がオンライン販売を利用したいという傾向が

顕著に認められます．20代，30代では利用すると回答した会員が75

～77%で，利用しないと回答した会員は4～5%でした．ただ，40代，

50代の会員でも利用すると回答している会員が回答者全体の半数以

上を占めています．

19．ホームページ上でのアンケート（図19）

学会ホームページ上でアンケートを実施した場合，協力すると回

答した会員は全回答者の62%でした．

より若い世代の会員ほどオンラインアンケートに協力すると回答

している傾向が顕著に認められます．20代では78%が協力すると回

答しており，協力できないと回答した会員は3%でした．30代，40

代，50代の会員でも協力すると回答した会員は57～72%でした．

自由意見は７名の方から寄せられました．主要なご意見は以下の

通りでした．

（１）オンライン化による郵便料金の倹約などプラスの面がある一

方学会申し込みなど業者に委託した場合は参加費が高額にな

る可能性がある．

（２）電子媒体での出版と冊子体での出版は場合に対応して適切か

つ慎重に対処すべきである．

（３）秘密情報が簡単に外に漏れないようセキュリティーには十分

に注意すべきである．

（４）アンケートの回収は慎重にすべきである．

これらのご意見に対し，委員会として説明が必要なものについて

は個別にご回答いたしました．しかし，どれも重要なご指摘ですの

で，今後，検討を進める際に十分に参考にして，会員の皆様にとっ

て安全でかつ便利なシステムを構築するよう努力していきたいと考

えています．

（文責：天野一男・鈴木徳行）
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『新しい地学教育をめざして』
大阪地学教師グループ30周年記念誌から学ぶ

文科省自身も認めているように理科嫌い，理科離れが進行して
いる中，地学の教育にはさらに追い討ちがかけられている．全国的

に地学の開講されていない高校が増えている．大阪では最近地学教

員の採用もなくなっている．こうした厳しい今日的状況の中で大阪

地学教師グループの会が30周年を迎えた．この30周年を記念して

『新しい地学教育をめざして』を発刊した．

現在日本の教育界では憂慮すべき状態が続いている．昨年から
日本の初等中等教育における学習指導要領が改訂された．この改訂

は前々回の指導要領のもとで学校は荒れた．校内暴力，家庭内暴力

という社会現象が続発し青少年の心のストレスがたまっていた．こ

うした社会現象への対応から前回指導要領の改訂は『個に応じた教

育』と称し個別化教育が始まった．これは学校という社会から児童

生徒の相互の教育作用をもたらす集団的機能を排除し，コンピュー

ター導入のもとで一人一人の児童生徒の関係を集団から切り離すと

いうものである．一見その子を尊重するかのように見るが，一人の

教師で一学級40人という学級定員のもとでは対応しきれるはずはな

い．そこに生じた現象は不登校，学校拒否，保健室登校というもの

であった．この現象は多少の形は変えたにせよ今でも続いている．

今まで学校には，児童生徒が社会的機能を持つ集団を形成
し学ぶという同一の目的を持って，集団内における自発的自治的活

動を通じ，相互に学びあい知的欲求を満たし成長していく過程がそ

こにはあった．地学においても地球を中心とする自分が体験し得な

い天体，宇宙にまで広がる自然の歴史と姿までも，足元から感じら

れる自然の姿から教師と児童生徒とともに学びあいながら解き明か

す喜びがそこにあった．

しかし今日の学校教育の現状は悲惨とも言うべき状態が生
じている．文部科学省自身も認め，その対応に迫られているように

『今までの教育は詰め込み教育，押し付け教育であった』と総括し

ている．そのために『個に応じたゆとりと充実の教育』と前々回の

指導要領のキャッチフレーズの元に集団的機能を崩壊させ『学習内

容の精選を』と学習内容の整理・統合を図ってきた．学校社会の中

で培われてきた児童生徒の持つ相互の集団的な学校機能が失われて

きた．一人一人が分断されコミュニケーションが取れなくなってき

た．そこに起こるべきして起きた事が校内暴力等の学級崩壊，学校

崩壊とまで言われるに至る出来事である．児童生徒の中で自分の存

在価値が見失われ，存在感が失われてきたのである．

これを鎮静化させようと今回の学習指導要領改訂にその方策を
盛り込んだ．今回の改訂の趣旨は『生きる力の育成』というもので

ある．上述したような現状分析のもとで学校完全５日制が実施され

た．そして学習指導要領の内容の構成を大きく変更させた．内容の

『厳選と削減』との方針の下に今まで配置されていた各教科時数を

大幅に削減し，総合的な学習時間を創設した．当然のことながら理

科の授業時間数も年間３年生105時間から70時間に，４年生105時間

から90時間に，5，6年生は105時間から95時間に削減された．さら

に５，６年生では課題選択という時間を設定し児童の興味に応じた

課題を選択させてその単元の学習を行えというものである．例えば

６年生の「大地の変化」の学習単元では『火山活動』あるいは『地

震活動』のどちらか一方を扱うというものである．どちらかの活動

を子供と教師が選ぶのではなく「児童に好きなほうを選びなさい．」

というものであるため火山活動を知って卒業するものと地震活動を

知って卒業するものとに分かれてしまう．

どちらかわかればよいというものではない

はずである．さらにこうした活動を土地の

観察を直接行ったり，博物館等の施設を活

用して行えといっている．１単元時間の配

当が10時間程度に削減されている中でそれ

も一人の教師が行えというにはどんなに優

れた教師といっても無理がある．現場では

理科という一つの教科の枠内において野外

観察や博物館等の施設を活用するには到底追いつかない状態が引き

起こされている．

それならば総合の時間で行えばといい考えも生まれてくるが
総合的な学習時間は教科の時間の補完の為にあるのではない，児童

自らの抱えている課題を自らの力で解決するものだという．ここに

も大きな問題が生じているのである．

さらに学校５日制になって土曜日の午後は使えなくなってしま
った．マスコミの「日本の児童，生徒の低学力化」との報道によっ

て今や塾産業は大流行である．土曜日ともなると塾かばんを下げて

わき目も振らずに家と塾とを行き来する児童が目に付くようになっ

て来た．もっと観察させたいと思い家でやってくるようにと言って

も時間がなかったのでできませんでしたとのむなしい答しか返って

こない．

新学習指導要領の元での学校完全５日制が始まった．４月
からは高校でも移行期を終えて小，中，高全面実施となる．事態は

教師にとっても児童生徒にとっても効率化のみを追い求める学校教

育はよい方向は感じられないのである．

そんな中でも『新しい地学教育をめざして』は私たち地学の教育

を進めているものたちに勇気と新しい展望を与えてくれる．

Ⅰの大阪地学教師グループ30年の歩みの中からは，どんなに会員

数が減っても例会を開き続け，機関紙を発行し続けてきた．そこに

喜びや悩みを共有し，共に地学教育を創り出そうとする仲間たちの

姿が見えてくる．

一人の教育実践だけでなく団体研究によってそこに参加し
ている者たちの力も磨かれてくる．そうした足並みが30年という年

月を支えてきたと強く感じさせた．

さらに大阪地学教師グループの力強さはこうした困難な中でも自

分たちの研究活動を市民ならびに教員に対して出版活動という形で

多くの人たちに普及し続けてきたことである．このことが大阪の学

校教育に携わる教員にその存在が認知され，地位を確保してきたの

だと思う．

Ⅱでは会員の教育実践と研究としてまとめられている．27本の地

学教育の実践と地学教育のあり方や教育改革についての会員の論説

が掲載されている．生徒に寄り添い，自分たちの研究実践してきた

学習を生徒，市民と共有し地域に根ざした地学教育が実践されてき

た．一つ一つの教育実践を通し，会員の力量を高める新しい教育方

法や実践のあり方をそれぞれの実践報告の中からうかがえるのであ

る．すばらしい知的財産を蓄積している．

地質学会に結集する学校教育に携わる教員は大阪地学教師グル
ープの歩みの中から今私たちはどのようなことができるのか，そし

て地学教育をすべての児童，生徒のものにするためにはどのような

ことをしていけばよいか大いに議論していきたい．学校教育委員会

はそのために地質学会の中に置かれている．会員諸氏の忌憚のない

声や自分の行っている教育実践をどしどしお寄せいただきたい．

『地質学会News誌』地学教育のページを一層充実させていこう．

（学校教育委員会　阿部国広）

地学教育のページ

地
学
教
育
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紹介

［Ａ4版220頁　￥1000（送料別）］

このたび「新しい地学教育をめざして　大阪地学教師グループ30

周年記念誌」（以下「記念誌」と略称）が出版されましたので，そ

の紹介をさせていただきます．

大阪地学教師グループ（以下，「教師Ｇ」と略称）の発足は，1972年

２月である．守口高校に４名の教師が集って，各学校の授業に関す

る情報交換をはじめたのがきっかけになった．その後「枚方教師グ

ループ」として活動の輪を広げて，1974年に現在の名称に改めた．

巡検や講演会などの企画で，小中高の理科教師に積極的にアピール

する中で，会員数は着実に増え，1990年代には，会員は100名を超

えるまでになった．

教師Ｇの会員は「二上山地学研究会」「室生団研」「大阪層群最下

部団研」「石川化石発掘調査団」「兵庫県南部地震地質調査グループ」

「六甲土石流団研」などの研究活動に参加し，また『大阪・神戸の

自然を歩く－地学ガイド－（1979）』をはじめ，多数の普及書・学習

書の執筆・編集にも携わってきた．今回出版の記念誌から，教師Ｇ

の多彩で旺盛な活動の源泉が，一体どこにあるかをくみ取ることが

できる．

記念誌の内容はⅠ部「大阪地学教師グループ30年のあゆみ」（約

40頁）とⅡ部「会員の教育実践と研究」（約180頁，27編）に分けら

れている．Ⅱ部には９編の論文で大阪教師グループの活動の特徴が

まとめられている．野洲川の足跡化石と同様に長鼻類・偶蹄類に関

して豊富な情報をもたらした富田林の足跡発掘について書かれた

「石川の足跡化石発掘調査終了から10年（森山義博著）」では，高校

生が大活躍し，研究者から指導を受けたことが刺激になって，その

後地学の分野に進学した者も出てきたことが述べられている．「1．

17で地質学会は変わったか（佐藤隆春著）」は，著者達がいち早く

被災地に駆けつけて，被災者の無念の死に思いをめぐらしながら，

地質ボランティアの活動を行ったことにふれつつ，またその後，六

甲土石流団研で引き続き研究を発展させながら，地質学がどのよう

に社会に貢献するかまで言及しており，読みごたえのある内容であ

る．

Ⅱ部には27編の論文が盛り込まれ，著者となったそれぞれの教員

の10年，20年，あるいは40年の教育実践が語られ，地学教育を取り

巻く環境の変遷のなかで，いかに工夫を凝らしてきたかが伝わって

くる重厚な内容である．「知的障害の養護学校における教育活動

（中條健次著）」では，木工作業で多面体ドームを作る実践が紹介さ

れている．写真で見るドームの出来ばえは驚くほど見事である．

「中池見湿地の生い立ちの秘密を探る（桑本純子著）」では，大阪ガ

スの天然ガス備蓄基地が計画されていた中池見湿原が，10万年間に

40ｍの厚さの泥炭が堆積した貴重な湿原であることが紹介されてお

り，一読の価値がある．また，「古琵琶湖層群の研究史（林隆夫著）」

の，簡潔な研究史と130近くの参考文献は，古琵琶湖層群に関心を

持つ人にとって，大いに参考になると思われる．入手希望者は下記

に申し込んで下さい．

申込先：〒648－0005和歌山県橋本市小峰台1－8－12

藤井　豊明　宛

e－mail：QYJ15142@nifty.ne.jp

（紺谷吉弘）

新しい地学教育をめざして　
大阪地学教師グループ30周年記念誌

大阪地学教師グループ　編

第46回日本学生科学賞中央審査会に参加して

昨年12月21日～23日，日本科学未来館（東京台場）において，日

本学生科学賞中央審査会・表彰式が行われた．勤務校の生徒の作品

が最終審査に残り，引率として同行することになったので，そのと

きの様子を簡単に報告したい．

日本学生科学賞は，昨年まで全日本科学振興委員会・読売新聞社

が主催，文部科学省・環境省後援，三菱電機協賛であったが，今年

から新たに科学振興事業団が主催者に加わった．主催者によれば，

昨年までは夏休みの後に各都道府県の科学コンクールなどで選ばれ

た代表作品を中央で審査し，入賞結果を発表するというやり方であ

ったが，どこまで生徒の力によるものなのかを確認するために，今

年はじめての試みとして展示と口頭審査を行うことになったとい

う．やりかたは，科学未来館にブース（机と三面の掲示板）を設け

て作品展示をし，２日間にわたって各分野の審査員が個別または複

数で研究者（中・高生）に直接質問して回るという形式である．こ

れは学会のポスターセッションの運営とほとんど変わらないが，

中・高生にとって，ブースの前での２日間拘束されるのは，体力的

にもかなり厳しいものであると感じた．

展示された作品は，中央審査に残った3531作品から選ばれたもの

で，研究部門では中学16作品（物理４，化学２，生物５，地学３，

広領域２），高校16作品（物理３，化学４，生物５，地学３，広領

域１），ソリューション部門では中学３作品，高校７作品であった．

これらは入選１等とされ，さらに内閣総理大臣賞ほかの各賞選考の

対象となった．

地学分野の３作品は①「静岡県西部地域より産出する高師小僧の

形態と成因」（静岡県立浜松北高校地学部谷下班，18名），②「深草

に分布するアズキ火山灰層について」（立命館高校，１名），③

「Leonoid Meteor Storm 2001」（埼玉越谷北高天文班，９名）であ

る．①の作品は高師小僧の野外観察と内部構造の鏡下観察，化学分

析に基づき，高師小僧形成のモデル実験を試みた興味深い内容で，

２日目は６～７人の審査員から２時間あまり質問攻めにあってい

た．この作品は文部科学大臣賞を受賞した（読売新聞02年12月23日

朝刊，同03年１月15日朝刊特集記事）．

これらの作品内容は『第46回　日本学生科学賞作品集（読売新聞

事業開発部）』にまとめられて今夏発行の予定である．なお第44回

の作品集（￥1500円）には，静岡県立浜松北高校地学部谷下班の

「歴史地震による浜名湖周辺の津波被害と模型実験による再現　そ

の３」が内閣総理大臣賞受賞作品として掲載されている．地質学会

でも静岡大会の折りに，地元静岡県の高校生も参加できる企画を組

んではどうかと思う次第である．

（立命館高等学校 紺谷吉弘）

地学教育のページ
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指導教官（蒲生俊敬 現北海道大学教授）の転任に伴って北海道

へ来て３年がたちました．この時期になると，札幌の生活圏はすっ

かり雪に閉ざされます．通学自体がおっくうになるので，学校に来

っぱなし，家には帰って寝るだけなので，研究生活には向いている

かもしれません．屋外は寒いというよりも，歩きにくいと思います．

一方，部屋の中は暑いです．窓の外は真っ白に雪が降りしきってい

るのに，部屋の中では半袖ということもあります．暖房の温度設定

が本州とは違います．ほかにもいろいろな北海道ルールがあります

が，それはいずれ飲みに行った時にでもお話ししましょう．今回は

私の研究生活についてお話しします．

わたしは地球化学に従事しています．フィールドは，おもに南海

トラフです．南海トラフは日本列島の南に位置する水深4,800メー

トルに達する舟状の海溝です．フィリピン海プレートが北上して，

ユーラシアプレートの下に沈み込んでいる活動的なプレート境界で

す．フィリピン海プレート上の堆積物の一部は，沈み込まずにはぎ

取られ，ユーラシアプレートに押し付けられて，付加体を形成しつ

つあります．付加体には絶えず沈み込むプレートから圧縮力がかか

っており，大地震のような地殻変動が頻繁に起こる世界有数の地震

発生帯のひとつです．特に，熊野沖海域は2007年から日本主導で始

まるIODPにおける最初の掘削点の最有力候補として注目されてお

り，いままでにも増して活発な研究がおこなわれている場所です．

地球化学分野としてわたしの主な仕事は，南海トラフにおける海

底堆積物から抽出された間隙水の化学分析をおこなうことです．表

層堆積物から得られた間隙水の化学組成は，おもに地下深部に端を

発する流体源の組成と移動中に受けた化学反応によって決まると考

えられます．つまり，間隙水中の反応性の高い化学物質（メタン，

全炭酸，アンモニアなど）は，海底付近もしくは海底に到達するま

でに流体が経てきた化学反応過程を記録していると考えられます．

一方で，反応性の乏しい塩化物イオンや水の水素・酸素同位体比な

どといった保存性成分からは，流体の起源についての情報を読み取

ることができると考えられます．わたしはこれらの化学的根拠をも

とに，付加体内部の流体の流れを把握し，さらには付加体内部構造

をイメージングしようとしています．特に，付加体内部の流体の流

れは，地震発生とも関連があると言われており，いまだに明らかに

されていない地震発生メカニズムの解明に役立つと考えられます．

これまでの成果については，昨年９月の地球化学会（鹿児島）にお

いて公表しました．

第二白嶺丸地化学探査航海について

南海トラフは世界有数の地震発生帯ですが，一方でその陸側に形

成されつつある付加体の海底下の浅い部分にはメタンハイドレート

と呼ばれる炭化水素ガス資源が存在していると言われています．メ

タンハイドレートとは，メタンガスが氷の隙間に取り込まれた化合

物で，石油に替わるエネルギー源として注目されているほか，かつ

て大崩壊を起こし地球環境の変動に寄与した可能性などが指摘され

ている物質です．南海トラフにおける存在はすでに1980年代から指

摘されているメタンハイドレートですが，その分布や埋蔵量，生

成・分解メカニズムの詳細やその分解に伴う海洋・大気環境への影

響など，様々な問題は充分に明らかにされていません．

昨年末から今年の年始にかけて，わたしは南海トラフにおけるメ

タンハイドレートの探査を目的とした航海に参加させて頂きまし

た．本航海には地質，化学，微生物，各分野の研究者が乗船し，ま

た多くの陸上共同研究機関とも連携し，日本初の大規模かつ多角的

なメタンハイドレート探査がおこなわれたものです．その規模の大

きさは，実動期間約15日間にもかかわらず打ち込んだコアの本数の

べ31本，間隙水試料にして347個というサンプル数に表れていると

思います．航海は年の瀬も押し迫った12月22日，金属鉱業事業団第

二白嶺丸の船橋基地を出航しました．翌日には調査海域のひとつで

ある熊野灘に到着し，以降サンプリング漬けの毎日が始まりました．

予定海域は，熊野沖（熊野海盆，志摩海脚），東海沖（第一・第二

天竜海丘，第二渥美海丘）といったメタンハイドレートの存在を示

唆するBSRが確認されている海域です．

今回北海道大学はいままでのサンプリングとは異なる新たな戦略

を導入しました．船上に揚収されたピストンコアを半割する前にイ

ンナーチューブに１m間隔でドリルを用いて横穴を開け，ほとんど

大気にさらされていない状態の堆積物を採取しました．これは，従

来の方法よりコンタミの少ない状態のガス分析用試料採取をしよう

という新しい試みでした．さらに続けて堆積物をくり抜いた直後の

横穴にORP計を差し入れ，酸化還元電位を測定しました．船上に

おいて手軽に酸化還元状態を把握しようという試みです．ある程度

含水率の高いコアであれば，まともな値であったと思います．

これらの作業を手際良くおこなった後，従来通りインナーチュー

ブを半割にしてアーカイブ（保存用）とワーキング（サンプル採取

用）に分け，ラボ内で各分野のサンプリングへ入りました．サンプ

リング間隔は，上部１mまでは10～20cm間隔，１m以深は50cm～

１m間隔でサンプル採取をおこないました．まずは一番コンタミに

気を使わなければならない微生物用サンプルを広島大学金子君が採

取します．ほぼ平行して深海資源開発（DORD）の技術者の方が比

抵抗と温度計測をおこない，物性用キューブサンプルも採取，東京

大学イーフェンさんもX線および粒度分析用サンプルを採取しま

す．さらにアメリカ海軍研究所（NRL）において有機物の放射性

炭素同位体分析をするための堆積物が採取された後，同深度の堆積

物を海洋生物環境研究所の中澤さん・宮向さん両名が採取し，油圧

式圧搾装置にかけて間隙水を抽出しました．抽出された間隙水は45

μmのディスクフィルターを通して，メタンおよびエタンなどガス

分析用にバイヤル瓶に分取し，北海道大学ですべてのサンプルのメ

タンおよびエタンなどの濃度および炭素同位体比測定をおこなう予

院生コーナー

土岐　知弘（北海道大学大学院理学研究科地球
惑星科学専攻博士課程2年）

地球を知りたい

写真1. 南海トラフでのメタンハイドレーと探査に用いられた第二

白嶺丸
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定です．間隙水は，その他主成分用に北海道大学と東京大学に，全

炭酸測定用に東京大学に分取され，ろ過に用いたフィルターと搾り

かすの堆積物も微生物用に海洋科学技術センターに分配するために

保存されました．

これらの非常に多岐に渡る目的のコアサンプリングがおこなわれ

ている部屋のとなりでは，アーカイブを用いたコア記載が産業総合

技術研究所（AIST）の池原研さんによっておこなわれていました．

また，ピストンコアの天秤のおもり代わりにつけられたアシュラで

採取された堆積物サンプルは，一本は丸ごと１cm刻みで生体染色

が施されて高知大学での有孔虫解析用に保管され，一本は間隙水抽

出に用いられ，一本はアーカイブとして半割後記載に回されました．

そして，以上のピストンコアの処理でほっとする間もなく，つぎの

コアが打ち込まれていたりするのでした．間隙水の抽出作業に関し

ては，海洋生物環境研究所のおふたりが八面六臂の大活躍をして下

さいました．おふたりなしではこの航海の無事な終了はあり得なか

ったでしょう．

このような嵐のコアサンプリングは朝８時の一本目の投入を皮切

りに，一日最高５本打たれ，ほぼすべての予定海域がこなされまし

た．残念ながら，ダブルBSRが見えるという第一天竜海丘周辺海域

は，年明けに低気圧の通過をやり過ごしている間に，金目鯛漁が始

まってしまったために行けませんでした．かわりに，本航海直前の

石油公団による三次元地震探査データをもとに，遠州断層系に平行

したBSRの見える測線上にピストンコアを投入しました．このよう

な興味深い測点の選定は，地質学者である棚橋学さん（AIST）や

松本良先生（東京大学）によっておこなわれました．また，事前に

地震探査データの解析をおこなってくださった森田澄人さん

（AIST）ほか，陸上における石油公団メタンハイドレートチームの

方々の御尽力も今回のサンプリング航海においては不可欠なもので

した．

そんなコアサンプリングも元日だけは休息日としておこなわれ

ず，昼間から「白嶺」という船と同名の京都の地酒などを飲み，豪

勢な食事に囲まれて過ごしました．船上では他分野の研究者からい

つもは聞けない地質・微生物の話しを聞くことができ，刺激にも勉

強にもなりました．また，コンテナラボではコアサンプリングの合

間をぬって，中山さん（日本学術振興会特別研究員）やイーフェン

さんと船上化学分析をおこないましたが，中国からの留学生である

イーフェンさんとは，英語でのやり取りを介して異文化間交流とい

うものを体験しました．航海を通して感じたことは，国を問わず，

分野を問わず，あるいは個人的な研究テーマやフィールドの違い，

興味対象の差を越えて，地球科学者として研究の根底にあるのは，

あくまでも本稿の題名にした「地球を知りたい」という地球へのラ

ブコールそのものなのだと思います．

現在は陸上に持ち帰った間隙水サンプルのガス分析，主成分化学

組成分析をおこなっています．まだ報告できるようなデータセット

は揃っていませんが，今回新たに導入したサンプリング方法による

ガス分析用堆積物サンプル中のガス濃度は，これまで採取してきた

間隙水サンプルよりもはるかに高い濃度，つまりより現場に近い状

態を維持している可能性があり非常に楽しみです．これらの結果を

もとに，より正確な地下からのメタンフラックスの推定を行う予定

です．また，今回の航海で探査をおこなった広範な測点間の相違点，

地域ごとのメタンや水の起源をまとめ，ローカルな水の循環あるい

は付加体全体の構造をイメージングしたいと思います．いつか地球

全体のイメージを結実させる日のために．

謝辞

今航海において，第二白嶺丸の船長はじめ乗組員の方々，DORD

の技術者の方々には，船上作業においてたいへんお世話になりまし

た．また，物資不足の緊急連絡に対応してくださった北海道大学大

学院理学研究科地球惑星科学専攻地球化学グループの皆さんにも心

よりの感謝を申し上げます．

写真2. 船上でのピストンコアサンプリング

常時投稿をお待ちしています．院生コーナーの編集は現在
以下の２名でおこなっています．原稿はe-mailでいただけれ
ば幸いです．
naruse@kueps.kyoto-u.ac.jp 成瀬　元（京大）
tomaru@gbs.eps.s.u-tokyo.ac.jp 戸丸　仁（東大）

第１作「大地の動きを知ろう―

地盤・活断層・地震災害―」，

第２作「大地のいたみを感じよ

う―地質汚染Geo-Pollutions」

に引き続きリーフレットシリー

ズ第３作「大地をめぐる水―水

環境と地質環境-」が発売になりました．

A2版裏表カラー印刷，ハンディータイプでさらにポスター

にもなります．

ご希望の方は以下の要領でお申込下さい．
会員価格300円　非会員価格400円
申込方法：学会事務局宛に，希望部数を記入し，返信封筒（切
手貼付のこと）を入れてお申し込み下さい．
※少部数の場合は，代金は切手で同封可．
なお，サイズが横15㎝・縦21㎝，重さ25ｇ/部ですので，郵

送につきましては，以下のようにお願いします．
定型封筒の場合：90円切手貼付．ただし，二つ折りにしての郵
送となります．
定型外（15㎝×21㎝以上）封筒の場合：130円切手を貼付．

☆リーフレットシリーズ・3 好評発売中！！

『大地をめぐる水―水環境と地質環境―』
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渡邉暉夫さんを偲んで

本会評議員渡邉暉夫氏は昨年5月9日

逝去された．彼が熱心に取り組んでい

た北海道積丹海岸の豊浜トンネル崩壊

事故に関連した調査中の転落死であっ

た．渡邉さんは1944年2月9日生れであ

るから，丁度58年と3ヶ月の生涯であった．彼の突然の死は彼を知

るすべての人にとってきわめて大きな衝撃であった．あれから，渡

邉さんも引越準備を始めていた理学部新棟への移転が6月にあり，9

月には渡邉さんが主唱したPPO-ASIA（IGCP411, 420および440の

合同国際シンポジウム）が急遽「Memorial Symposium for Prof.

Teruo WATANABE」として行われるなどがあり，心の整理がつ

かないまま半年以上が経った．新館の彼の居室予定だった部屋の前

を通るたびに，諸々のことが思い出される．

関東に育った渡邉さんは1964年に北海道大学に入学した．彼のホ

ームページによると，小学校時代恩師からいただいた科学読み物に

あったピテカントロプスや昭和新山の物語あるいは富士山の下に見

えそうもない古富士火山というのが描かれていたことが印象に残っ

ていたという．また，北大入学直後に「火山及び火山岩」と「日本

の湖沼学」を購入したというから，すでにその頃から地球科学への

志はあり，彼のあの博識と地質学的センスの良さはすでに蓄えられ

つつあったのであろう．1年半後には理学部地質学鉱物学科に移行

した．当時，北大の地鉱教室では，2年目末の3月に本州巡検という

必修科目があった．彼らのクラスは西南日本を横切り，秋芳台，領

家変成岩，屋島，和泉砂岩，中央構造線，三波川変成岩，秩父帯，

黒瀬川構造帯を巡った．この巡検は，2年目の学生にはわけがわか

らなかったにせよ，これらの地域が日本列島の基本構造がどうして

できたかという謎解きに重要な舞台であることを，おぼろげにせよ

知らしめ，彼のその後の進路に大きな影響を与えたようである．学

部の講義などをつうじて，湊正雄先生にはつよい影響をうけたよう

だが，卒論は上記の巡検の影響か，長野県大鹿地域の三波川変成帯

をえらんだ．しかし，教室には三波川変成岩の研究に適切な指導者

はおらず，結局火山岩石学の石川俊夫先生の門下となった．教養部

地学科にいた故河内晋平さんに，当時地質調査所で三波川変成岩の

研究をはじ めていた晋平さんのお兄さんの洋祐さんを紹介され，

洋祐さんが実質的指導者となった．その縁で，信州大学の故山田哲

雄先生率いる赤石山地研究会でも中心メンバーとして活躍した．彼

には外向的・発展的な気質が先天的にあったにせよ，このことがそ

の後広く北大以外の研究者と交流する契機となったのであろう．

1967年4月北海道大学大学院理学研究科修士課程（地質学鉱物学専

攻）に入学，1974年に同博士課程を単位取得退学，翌年3月論文

「Metamorphism of the Sambagawa and Chichibu Belts in the

Oshika district, Nagano Prefecture, central Japan」で理学博士号

を取得した．学位を取得するのに長い時間を要した背景には，プレ

ートテクトニクスと相平衡岩石学へつよく反発していた当時の北大

の雰囲気があったかもしれない．

学位取得後は，1980年5月島根大学理学部に助手として赴任する

までオーバードクターの苦難の時代があり，その間，1975年4月に

は日本地質学会研究奨励賞を授賞し，1978年10月から1980年４月ま

ではポスドクとしてニュージーランドのVictoria University of

Wellington（Joint Mineral Research Sciences Laboratory）において

研究を行った． 1987年4月同大学助教授となったが，同年10月には

助教授として古巣の北海道大学理学部（一般教育地学）にもどった．

1994年4月教授に昇任，翌年4月機構改革により大学院理学研究科教

授（地球惑星科学専攻）となり，旧教養部地学のスタッフからなる

変動帯構造論グループをひきいた．1995年2月～8月には文部省在外

研究でオーストラリアのUniversity of Technology, Sydneyに滞在

した．

渡邉さんの研究は高圧変成岩・エクロジャイト・キンバーライ

ト・同位体年代・相平衡岩石学・沈み込み帯・超大陸（ゴンドワ

ナ・ロディニア）というキーワードでくくることができ，その活動

の場は神居古潭帯・三波川帯・三郡帯のユーラシア大陸東縁の沈み

込み帯やシベリア南部の古海洋プレート収束域をはじめ，オースト

ラリアやニュージーランドの古生代変動帯におよんでいる．彼の死

を悼んでよせられた数多くの国内外からの弔電・弔文は彼の幅広い

活動を物語っている．とくに，中央アジア（ロシア・アルタイ）の

古生代変動帯の研究は彼のライフワークというべきもので，彼の主

導でむすばれた北大理学部とロシア科学アカデミーシベリア支部地

質学・地球物理学・鉱物学連合研究所 (ノボシビルスク)の交流協定

の10周年を記念した9月の PPO-ASIAはこれまでの成果が彼によっ

て発表されるはずのものであった．

渡邊さんは，「大学の地質学研究者も地質学の立場から社会に貢

献すべきである」，「社会との関わりを考えずして地質学の将来はな

い」という立場から，1996年2月の20名の犠牲者を出した豊浜トン

ネルの崩壊事故に際してはいち早く北大内に災害地質研究グループ

を組織し，応用面へ研究の場をひろげていた．さらに，彼は核廃棄

物処理についても，いろいろな立場・考え方はあるが，純粋に地質

科学的立場からこの問題に貢献すべきであるという信念から，多く

の会員によびかけて，日本地質学会に「地質環境の長期安定性に関

する研究委員会」を立ちあげた．

渡邉さんは，学会や研究集会などで若い人たちに適切な前向きの

質問やコメントをしばしばしていたように，後進や学生の面倒見の

よい人であった．一方で渡邉さんは論理的でないこと，筋の通らな

いことに対しては過激な人であった．自分の信念に突き進む人であ

った．それに反発する人も少なくなかった．しかし，それらの人々

も彼の率直さや公平さは認めるであろう．そうした激しい一面とは

対照的に，彼は芸能界の消息に詳しく，俳句を口にする人でもあっ

た．

いま窓外の降りしきる雪をみていると，渡邉さんがあの春の青い

海の彼方に去っていったとはいまだに信じられないことである．あ

の世とやらがあるのなら，いまごろは．盟友だった故柴草英彦さん

とまた神居古潭の話で口角泡を飛ばしていることだろう．

合掌

奥様の衣恵さんと３人の娘さんは札幌で暮らしておられます．

ご住所は下記の通り

〒006-0852 札幌市手稲区星置2条1丁目14-2-1001

（北海道大学　在田一則）

追　悼
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2003年度第２回定例評議

員会議事抄録
2003年２月４日

日本地質学会　評議員会議長

在田一則

日時：2002年12月14日（土）13：00～18：00

場所：北とぴあ 901会議室

出席者：平　朝彦会長　木村　学副会長　在

田一則評議員会議長　井内美郎評議員会副

議長

（02－03評議員）会田信行　天野一男　上砂

正一　永広昌之　周藤賢治　滝田良基　竹

内　章　楡井　久　觜本　格　松本俊幸

三宅康幸　渡部芳夫

（03－04評議員）足立勝治　赤羽久忠　石渡

明　伊藤谷生　大友幸子　狩野謙一　片山

郁夫　木村純一　公文富士夫　紺谷吉弘

斉藤尚人　佐瀬和義　鈴木徳行　徐　垣

田崎和江　玉生志郎　新妻信明　吉田武義

吉田史郎　（事務局）橋辺菊恵

欠席（委任状）：加藤碵一副会長，秋葉文雄

阿部国広　小松宏昭　榊原正幸　柴　正博

矢野孝雄　吉川周作　佐々木和彦　柴�直

明　廣井美邦　松田博貴　荒戸裕之　立石

雅昭

欠席（連絡無し）赤羽貞幸

書記：上砂正一・滝田良基

*開始に際し執行委員長より書記を設ける

ことが提案され，執行委員をのぞく，任期２

年目の評議員の中から50音順に２名を指名

し，お願いすることとなった．

Ⅰ　執行委員会報告
１． 運営財政部会

１）総務委員会

庶務関係（担当執行委員　天野）

�　次の共催・協賛・後援等を承諾した．

① 海洋調査技術学会主催「第14回研究

成果発表」（平成14年11月6日　於　海

上保安庁）協賛

② 日本応用地質学会主催「トンネル工

事のための土木地質学」（平成14年12

月13日　九州大学）協賛

③（社）日本原子力学会主催「第41回原

子力総合シンポジウム」（平成15年5月

20日　千代田区内幸町ホール）共催，

共催分担金　5000円，運営委員：天野

一男執行委員

④（社）日本アイソトープ協会主催「第

40回理工学における同位元素・放射線

研究発表会」（平成15年 7月）共催，共

催分担金　3000円，運営委員：角井朝

昭会員（産総研）

⑤（社）土壌環境センター主催「第６回

国際土壌・地下水環境ワークショッ

プ」（平成15年 1 月22日　於　東京国

際フォーラム）後援．

� 平成14年度東レ科学技術賞の候補者と

して，茨木雅子会員（静岡大学理学部）

を推薦した．

� 加入電話，預貯金口座等の名義を水野

前事務局長から平会長に変更手続きをし

た．今後は会の正式な代表者である会長

名義にしていくこととする．

� 関東地方地質誌編集に際し，東京都多

摩ニュータウン整備事務所長にたいし，

「造成地切土・盛土平面図」の提供依頼

文書を会長名で出した．

自然史学会連合

森田利仁委員から，今年度総会（12月7

日）報告と，自然史教育展開プログラムの

講師派遣事業（千葉市教育研修会「地学分

野の実習」）に市川浩一郎名誉会員を派遣

したなどの報告があった．（別掲５p総会

議事録参照）

地質科学関連学協会連合

� 11月5日（火）日本学術会議において地

質科学総合研連と地質科学関連学協会連

合との懇談会を行った．内容は，1）日本

学術会議の改革と地質科学研連のあり方

について意見交換し，研連廃止等の改革

に対して連合としてパブリックコメント

を寄せる，2）連合の今後のあり方につ

いて意見交換し，これからも継続的に活

動を続けることを確認，3）連合と地質

科学総合研連共催で，地質科学の教育に

関するシンポジウムを来年5月30日に開

催予定検討する，4）JABEEについて千

木良氏からの現状報告と意見交換．

� 12月3日付けで，総合科学技術会議に

対しパブリックコメントを提出した（2002

年12号ニュース掲載済）．

会員関係（担当執行委員　天野）

天野総務委員長より次の報告があっ

た．逝去者に対して黙祷を捧げた．

� 次の入会（正会員９名）を承認した

（11月26日）．

正会員9名（内，院生割引４名）

（正）渡部貴史・加藤泰浩・小西博己・北

垣俊明・兵頭政幸，（院生割引）野尻冴

子・栗原憲一・目崎拓真・江川浩輔

� 次の退会（正会員３名，2002年12月末

の退会正会員62名）を承認した（11月26

日）．

正会員：坪井哲也・永井香織・原田久也

12月末日付け退会予定（正会員62名）：

秋山伸一・安部美佐・猪刈正利・石川

洋平･市川智宏・井上雅夫・今井俊

篤・今村遼平・岩崎泰頴・岩永将暉・

岩樋泰子・尹　銑・内田信夫・宇野寿

男・遠藤美智子・小野了介・北原博

道・木村計四郎・木呂子豊彦・久保田

毅・熊野純男･Koenraad de Jong・小

林宇一・斎藤良一・榊原忠正・佐々木

香奈・佐藤宗平・清水英樹・清水

太・杉山武裕・鈴木　衛・惣田　隆・

高橋啓史・高橋幸蔵・田口　修・武田

康人・田中利和・田中富男・田中正

春・積山佳史・鶴田聖子・中村耕二・

長沼幸男・縄谷奈緒子・丹羽健文・濡

木輝一・浜島隆二・林　嘉英・原口

強・藤井一泰・伏谷行雄・古田茂樹・

細野義純・松本貞二・松吉謙雄・三木

由美子・水山高幸・満島裕直・柳澤秀

樹・吉田　孝・吉村陸太郎・和田富美

雄

� 次の会員が逝去された．

野義夫名誉会員（2002年11月19日）

宮野　敬正会員（2002年10月21日）

� 除籍予定者（正会員107名，2002年12月

末）を承認した．【除籍予定者名簿回覧】

ただし，それまでに滞納会費入金の場合

には除籍を取り消す．

� 会員の動静（11月末現在）

賛助　42名，名誉　73名，正4994名（内，

院割275名），学生36名　合計5145名

� 会員名簿： 印刷は２社から印刷見積

りをとり双文社印刷所に依頼した．体裁

等は例年どおり，発行部数は4800部．

2002年12月13日刊行．

会計関係（担当執行委員　立石，代理公

文）

� 月例決算報告（11月末現在）

� 次の方々より寄付金が寄せられた．

・明日を拓く日本の地質編集委員会（代

表井内美郎氏）763,250円（基本財産

に）

・水野篤行名誉会員（前事務局長）

200,000円（事務局の環境整備に）

� 出版著作権協議会（日本複写権センタ

ーから分配）より，地質学会に対して平

成12年度徴収分として著作権使用料

45,000円の分配の通知があった（12月中

に送金がある予定）．

� 2002年度決算見込み．（議題へ）

� 10月21日に会計委員会を開催した．今

後の会計処理（棚卸資産評価，支部経費，

税金など）について，検討を深めることと

した．

学　会　記　事

報告事項

賛助会員 名誉会員 正会員（内 院生割引） 学生会員 合計

2002. 8.31 42 70 4987（269） 36 5135

2002.11.30 42 73 4994（275） 36 5145

増・減 0 +3 +7（+6） 0 +10
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� 新潟大会の収支は，収入が約450万円

（うち企業寄付金37万円），支出も人件費

削減等の努力で，ほぼ，赤字にはならな

い見込みである．未支給の新潟県補助金

の如何によってはボランティアへの手当

支給の可能性がある．

� 知的財産権等検討委員会に専門家とし

て参加いただいている高木弁護士に対

し，会議に出席された場合には交通費と

して１万円を支出することとした．

２）広報委員会（担当執行委員　立石，代理

公文）

� ニュース誌編集小委員会　

2002年12月号（５巻11号）までを刊行，

12月号を校正中．

� インターネット運営小委員会（担当執

行委員　立石）

地質学会のHPの整備を目指して，外

注も含めて検討を開始した．

２　学術研究部会

１）行事委員会（担当執行委員　徐）

� 第109年総会・年会（新潟大会），全行

事が無事終了した．コンベンション協会

から会期中のボランティア派遣があり，

非常に力になった．詳細はニュース誌11

月号参照．

・総会出席者　244名＋委任状270名　合

計　514名

・年会参加者は1044名，プレシンポ参加

者　約90名

・講演要旨約1200部販売，見学旅行案内

書約320部販売

・地質情報展来場者　約900名

� 第110年（2003年）総会・年会（静岡大会）

・新潟準備委員会との引継ぎを行い（11

月４日），本格的に準備を開始した．

・日程は９月19日～21日の間の３日間

（18日予備）

・準備委員長：新妻信明，庶務委員長：

狩野謙一，会場：増田俊明，会計：和

田秀樹ほか

・準備運営のかなりの部分を生協に任せ

る計画・休み中の食堂，店舗の開店な

らびに食堂をポスター会場に提供な

ど，メリットがある．予算的には，例

年と同規模の見込み

・技術者の継続教育や大学教育のため

に，総会巡検参加者に参加証明書（会

長名による）を発行してほしいとの要

望が評議員からあった．

� 今後の総会・年会は次のとおり．

・第111年（2004年）：関東支部，千葉大学，

第112年（2005年）：近畿支部，京都大学，

第113年（2006年）：四国支部，高知大学

� 準備委員会と相談のうえ，静岡大会で

は市民向け講演会を開催することとし，

文科省に研究成果公開発表（B）を申請し

た．金額は82万円（申請上限150万円）．

市民講演会「静岡県の地震防災対策の

現状と海溝型巨大地震」

岩田孝仁（会員，静岡県庁）「静岡県

の地盤災害と地震防災対策の現状」

平　朝彦（会長）「巨大地震の巣を探

る－海洋地質研究の最前線」

� 地球惑星関連学会連絡会（地球惑星合

同大会）

①　2003年合同大会の準備状況

・会場：幕張メッセ国際会議場（全館）

これまでの代々木の青少年センター

は，事前予約の関係で予定の日程で会

場が確保できない状況，ポスター会場

の使用についても制約がある．会場費

のアップが見込まれるが，人件費等の

費用削減と参加費の増額で対応，今後

次年度以降も継続して同会場を使用す

る予定．

・会期　2003年５月26日～29日

・参加費　当日登録：12,000円，事前登

録：一般　10,000円，学生　7,000円

一日参加費　当日：6,000円，事前：

5,000円　

・投稿料　3,000円／1,500円（早期割

引）

② その他2004年以降の運営において，

これまで大会委員長は，毎回選出した

が今後は地球惑星科学関連学会連絡会

会長が兼ねることになった．

③ 報告に対し，保育費の据え置きと学

生参加費値下げの要望を大会事務局に

要望してほしいとの意見があった．

２）専門部会連絡委員会

報告なし

３）国際交流委員会

報告なし

４）研究委員会

環境地質研究委員会（上砂委員報告）

① 2002国際地質環境ワークショップ

（11月16日～21日）を主催者の一員と

して開催した．11月16日～17日は地質

環境巡検とし，参加者は34名（外国人

7人）であった．11月20日～21日は医

療地質ショートコース（研修会）が行

われ，参加者は50名であった．

② 第12回環境地質学シンポジウム（11

月22日～23日）を開催した．11月22日

の午前中には，第１回国際地質汚染シ

ンポジウムとして，国際地質環境ワー

クショップに参加した諸外国の研修者

の発表があった．初日の参加者は約

130名であった．

③ シンポジウム「重金属を含む有害地

層と重金属による汚染地層の境界問

題」－土壌汚染対策法の施行を目前に

して－（NPO法人売買対象地地質汚染

調査浄化研究会主催，12月9日，大阪

市立大学文化交流センター）をした

（参加者80名）．

④ 年会の夜間小集会時及び評議員会に

てすでに報告した土壌汚染対策法並び

にそれに伴う政省令に関して，本委員

会として正式にパブリックコメントを

提出した．

⑤ ①～③のシンポジウムの内容につい

ては，ニュース誌に掲載予定で，研究

委員会のホームページにて公開中．

（http://www．bekkoame.ne.jp/̃ jcenvgeo/）

⑥ 新潟大会の環境地質委員会夜間小集

会で，会長が藤井昭二氏から羽田　忍

氏に交代し，承認された．

報告に対し，「会長」の名称につい

ての意見交換と規約を学会に報告して

ほしい旨の要望がだされた．また，環

境地質研究委員会の設置については運

営体制などを評議員会に提出し，承認

されたものであり，新会則改正もそれ

に沿って行われているので，当該委員

会の「会長」の名称で議論すること事

態，学会運営にそぐわないという主旨

の意見も出された．

ヒマラヤ地質研究委員会

在田委員長より「特になし」との報告が

あった．

「地質学と地震」研究委員会

報告なし

南極地質研究委員会

本吉洋一会員より，新潟大会の夜間集会

の報告があった（ニュース誌11号参照）

環境の長期安定性に関する研究委員会

故渡辺暉夫氏に代わって，高橋正樹委員長

で設置期間の３年間は継続する．

３　編集出版部会

１）地質学雑誌編集委員会

・2002年12月号（108巻11号）までを出

版，12月号の校正中．

・地質学雑誌オープンファイル掲載規定

について

・編集規約ならびに投稿規程の一部変更

について（オープンファイル，著作権

譲渡等に関連して）

・この他，渡部編集委員長より平成15年

（2003年）１月から印刷会社が変更にな

るとの報告があった．

２）企画出版委会

報告なし

３）The Island Arc 連絡調整委員会（会

田委員長報告）

① The Island Arc誌編集委員会は，今

年度内に発行を予定していた特集号に

ついて，原稿が間に合わないため（予

定原稿20に対して1／2 未受理）発行

を断念，翌年度にまわすこととなった．

その結果今年度の予定発行ページ数を

大幅に下回る（半分の300ページ）こ

とが確定的となった．すでに今年度は，

520万円の補助金が支給されており，

これについて11月7日，会田委員長が

日本学術振興会の担当者と相談した結

果，計画変更届ならびに印刷費の再見

積書，理由書を出すこととなった．来

年度の申請事務が一段落した段階で，

改めて日本学術振興会と相談に入る予

定．ページ数の変更が，許容される

「軽微な変更」（30%）の範囲を超えて
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いるため，全額とはならないまでも返

還要求も大いにありうる．

② The Island Arc誌においては，今

年度のように予定の特集が準備できな

かったときに，それを埋めるべき一般

投稿原稿がないのが現状である．投稿

数が少ないのと，リジェクトされる原

稿もかなりある（投稿原稿の約40%）．

会員に投稿を促し，宣伝するためニュ

ース誌等に，編集長の文書を掲載する．

③ 日本学術振興会にたいし，The

Island Arcに関する補助金申請：平成

15年度科研費補助金研究成果公開促

進費（定期刊行物）を，昨年申請とほ

ぼ同様のページ数（600p）と申請額

で行い受理された．

④ Impact factorが前年の0.94.から

0.732に下がった．

⑤ 上記の報告および編集委員会に対し

評議員から様々な意見・要望がださ

れ，これらについては編集委員会で紹

介してもらうこととした．

４　普及教育事業部会

１）学校教育委員会（永広）

「箱根シンポジウム」が12月14日に開催

されている．

学校科目「地学」関連学会連絡協議会報

告（佐瀬）

協議会で行う内容が決定した．

２）生涯教育委員会

柴　正博委員長より，新潟大会夜間小集

会，箱根シンポジウム，自然史学会連合と

の共催行事「自然史教育展開プログラム，

千葉市教育研修会　地学分野の実習」など

について文書で報告があった．赤羽委員か

らも博物館等の学術研究機関指定（科研費

の申請ができる）緩和について，補足の報

告があった．

３）地質基準委員会（新妻）

2002年10月から第26・27回と毎月委員会

を開催し，2003年９月静岡大会に向けて出

版予定の「地質学調査の基本」のため，各

地質体について検討を行っている．この本

は，地質学初学者にも地質学調査の基本が

理解できることを基本方針とし，具体的に

野外の露頭の前において，何を行わなけれ

ばならないかを写真やスケッチにて説明す

ることとする．文字による説明のみでは，

理解が困難であり，専門用語の羅列では，

理解できないので，写真や図を30%以上の

目安で取り入れ，写真も典型的なものを選

択する．執筆者が最良のものを選択し，適

当なものがない場合には委員の間および地

質学 雑誌・ニュース誌掲載写真で探すと

ともに，産総研などにも協力を依頼するこ

ととした．次回委員会は2002年12月24日開

催する．

４）地層名委員会（天野）

ISSCのCita委員長から次回イタリアの

IGCにおいて，「層序ガイド」についての

シンポジウムへの参加呼びかけがあり，委

員会で検討し，ぜひ参加をするということ

で返事をした．

５）地質学用語集出版委員会報告（新妻）

2002年11月29日13：30～７：00地質学会

事務局において第1回委員会を開催し，本

委員会委員を坂 幸恭（委員長），天野一男，

小林巖雄，熊井久雄，水野篤行，新妻信明，

齋藤靖ニ，島津光夫，周藤賢治で構成する

こととした．用語集の出版は，2004年９月

の千葉大会に間に合わせる．固有名詞は

基本的に用語に含めないこととした．各委

員が執筆出版した単行本の索引から地質

学用語集に含める用語を選択し，「ヘボン

式ローマ字読み・和名・英名・関係専門

部会名（複数可）」をExcelに収録し，2003

年３月14日までに新妻へCSV形式で保存し

て送付する．次回委員会は2002年３月24日

に開催することとした．

５　その他

１）その他―１（執行委員会報告）（公文）

� 2003年度諸役員・委員構成の確定

各委員会の構成については，現時点で確

定しているものについて報告があった．

� 下記の委員会規約案を検討し評議員会

に諮ることとした．（議題へ）

オンライン化検討委員会，法人化準備委

員会，倫理規定策定委員会，知的財産権等

検討委員会，研究企画委員会（既存）

� 選挙管理委員会委員候補者（５名）を

検討し評議員会に諮ることとした．（議

題へ）

� 日本学術会議改革と第19期会員選挙に

関連しての報告（議題へ）

① 第19期学術会議会員推薦委員会によ

って，学術団体登録申請が受理された．

これによって関連研究連絡委員会とし

て，地質学�，地質科学総合�，鉱物

学�の順に順位をつけて正式に指定し

た．（ ）内は推薦人の数．

② 第19期学術会議会員候補者として，

齋藤常正会員（地質学），小松正幸会

員（地質学）の２名の推薦立候補があ

った．予定通りニュース誌を通じて選

挙を行う準備をすることとした．立候

補者の出なかった地質科学総合，鉱物

学についても，学会としての候補者を

たて，評議員会に提案することとした．

③ 内閣府総合科学技術会議における

「日本学術会議のあり方（中間まとめ）」

（案）が出され（10月中旬），10月29日

に学協会に対する学術会議の「説明会」

が開かれた（公文執行委員長出席）．

改革内容では，19期の選挙にも影響が

出ることが予想されるが，現状ではこ

れまでどおり準備を進めるとのことで

あった．

④ 11月12日付けにて学術会議より，現

在の状況にてらして（11月11日，中間

まとめが総合科学技術会議本会議で決

定），会員推薦手続きを延期する旨通

知があった．パブリックコメントの募

集が11月13日から開始される．

⑤ 上記を受け，本会としては不要な支

出となる恐れもあるので，急遽会員候

補者の選挙を見合せることとし，ニュ

ース誌11月号で会員に広報した．現行

法で19期会員が選出される可能性は非

常に低く，候補者および推薦人の選出

なども含めて「現状の凍結」というこ

とを評議員会へ提案する．

⑥ 12月3日，地質学会として「日本学

術会議のあり方（中間まとめ）」への

パブリックコメントを出した．（別掲）

� 保証書・著作権譲渡等同意書・編集規

約の改訂等について（伊藤・渡部）（議

題へ）

知的財産権等検討委員会での議論を受

けて，地質学雑誌2003年１月号から著者責

任の明確化のための保証書，著作権等譲

渡についての同意書を著者に求めることを

決め，また，それに応じた編集規約の修正

をおこなうこととした．時間的制約があるの

で先行させたが，これらについては評議員

会の事後承諾を求める．

� 運営細則と各賞選考規約の一部および

昨年度の各賞選考についての広報との間

に文言の不一致がみられた．確認の結果，

1）各賞選考規約においていくつかの賞

で「地質学」と分野を規定していること

は運営細則に照らして正しいこと，2）

国際賞の受賞対象について運営細則では

「非会員」，選考規約では「非会員外国人」

とあるのは，規約の外国人を削除するこ

とを確認された．今年度の募集要項はそ

れに従うこととした．（議題へ）

２）その他―２（執行委員会関係の委員会等

の報告）

支部長連絡会議（担当執行委員　玉生）

① 12月14日午前中に「北とぴあ」804

会議室で連絡会議を開催した．

議題：1）各支部報告，2）「地方地質誌」

準備状況報告，3）地質災害委員会の

今後の進め方（これに関しては，専門

委員を含めて，電子メールでアンケー

ト中）4），その他

② 連絡会議メンバー：玉生志郎 （副

執行委員長），岡田 尚武 （北海道支

部長）， 鎌田耕太郎 （東北支部長），

加藤 碵一 （関東支部長），新妻 信明

（中部支部長），熊井 久雄 （近畿支部

長），長谷 義隆 （西日本支部長），井

内 美郎（四国支部長）

地質災害委員会（担当執行委員　玉生）

（議題へ）

① ３月の議論をもとに，委員にたいし地

質災害に関する５項目のアンケートを行

った．これに基づいて今後の委員会と

して具体的に対応を検討して行きたい．

② 部会や研究委員会（火山・環境地

質・応用地質・第四紀地質・地域地質

の各部会，環境地質研究・地震と地質

の各研究委員会）にも委員会への参加
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を要請をする．

JABEE委員会（三宅）

① 審査委員講習会に加藤　進会員（石

油資源）を派遣した．

ABET・JABEEワークショップ

（12月７～８日，幕張）に天野委員が

参加した．同ワークショップでは，

ABET（ Accreditation Board for

Engineering and Technology，USA）

からの３名の講師による，判定基準に

ついての講義があった．講義後，参加

者全員によるABETとJABEEとの基

準を調整するためのワークショップが

行われた．

技術者継続教育委員会（公文）

11月15日に土質･地質技術者PDE協議会

が開かれたが，ジオスクーリングネットの

利用状況があまりよくなく，11月13日現在

登録者901名である．ジオスクーリングネ

ットの普及促進と宣伝をかねてニュース誌

11月号に，改めて紹介記事を掲載した．

Ⅱ　各種委員会報告（評議員会関係）
１．各賞選考委員会（永広前委員長，大友現

委員長）

・「細則」と上位規約の「各賞選考に関

する規約」のあいだで整合的でない部

分があることが判明したので，修正す

ることにした．

・前委員会からの報告：新潟大会では優

秀講演賞の選考をし，３日間を通して

10件に授与した．1日ごとにセッショ

ン会場で，授与式を行い，会長から受

賞者に賞状を手渡した．受賞ポスター

は，３日間を通して会場の空きスペー

スを利用して展示された．審査員は各

日７名ずつ，行事委員会，準備委員会，

選考委員会から分野を考慮して21名の

方にご協力いただいた．

・現委員長からの報告：来年度（2003年

度）の各賞の公募記事を12月号ニュー

ス誌に掲載した．締め切りは３月末日．

２．名誉会員推薦委員会（議題へ）

３．科学研究費委員会（三宅委員長）（議題へ）

各委員に対して委員半数改選に関する

候補者推薦の依頼を行った．その結果に

基づいて３名の新選出委員の推薦を行う．

４．学術会議連絡委員会

１）地質学研連

文書による報告があった．（1月号

News誌参照）．

２）鉱物学研連

文書による報告があった．（1月号

News誌参照）．

３）鉱物学研連鉱床学専門委員会

文書による報告があった．（1月号

News誌参照）．

４）地球化学・宇宙化学研連

文書による報告があった．（1月号

News誌参照）．（評議員会後報告あり）

５）海洋科学研連

文書による報告があった．（1月号

News誌参照）．

６）国際学術協力事業研連

特になし．

７）古生物学研連

報告なし．（1月号News誌参照）．

８）地質科学総合研連

文書による報告があった．（1月号

News誌参照）．

９）IGCP専門委員会

報告なし．

５．地学教育委員会（佐瀬委員長）

日本地質学会・日本地学教育学会・地学

団体研究会の共催で地学教育セミナー『ま

じめな海洋学のすすめ』が開かれた（11月

９日，学習院中高等科地学室）．当日は会

場に座りきれないほどの多くの参加者（受

け付け数は55名）があり，最近のセミナー

では最も多いものになった．講演の内容は

興味深く，地学教育に多くの示唆を与える

ものであった．また，アメリカの理科教育

に比べ日本では海洋学の内容が学校教育か

ら抜け落ちてしまっている現状なども紹介

された．海洋学会では地学教育あるいは海

洋学の普及について独自の取り組みを行っ

ているということも紹介された．「地学」

に関連する学会がそれぞれの立場から普及

を行いながら，全体として地学教育の重要

性を訴えていく必要があると思われる．

６．女性地球科学者の未来を考える委員会

（田崎委員長）

新潟大会の夜間集会，保育所等について

報告され，大学などの保育室の状況につい

て情報交換があった．いずれ各大学に保育

室等のアンケートをとりたい．

７．研究企画委員会（木村委員長）（議題へ）

委員会規約を作成した．

８．法人化準備委員会（担当執行委員　立石）

9月30日，第２回執行委員会の終了後，

会長・副会長・執行委員，徳岡前副会長

の出 席のもとに準備委員会の立ち上げ，

当面の活動について相談した．また，そ

こでの打ち合わせをもとに，説明資料を

準備して，10月24日文科省担当者と折衝

をした．その結果をも含めて，11月11日，

第３回執行委員会終了後，打ち合わせ会

議を開催した．そこでは，公益法人法の

抜本的改革の方針が確定しないとわから

ない面も多いことを踏まえつつ，学会が

社会的認知を取得する必要性を確認し，

法人化に向けより高い透明性と 公益性

をもった学会活動の実績を積み上げてい

くことを再確認し，学会の役割を示した

パンフレット作成やホームページの拡充

を図ることとした．なお，準備委員会は，

評議員会での規約審議・承認を持って正

式に発足することとする．

委員については評議員を含む役員，一般

会員から広く選出することとした．

９．倫理規定策定委員会（担当執行委員　伊

藤）

・委員会委員として，松本　良（委員長），

足立勝治，長谷川修一，佐瀬和義，吉田

史郎の各委員を選出した．

・10月18日準備会を開催，第２回委員会を

12月 4 日に開催した．

・委員会規約を作成した．

１０．知的財産権等検討委員会（担当執行委

員　伊藤）（議題へ）

・委員：上杉　陽（委員長），阿部国弘，

渡部芳夫，湯浅真人を選出した．

なお，知的財産権関係諸法令との整合性

を考える必要があり，弁護士高木宏行氏

（第二東京弁護士会）にも参加をお願い

している．

・第１回委員会を10月18日（金），第２回委

員会を12月 8 日（金）に開催した．この間

の主要な課題は，地質学雑誌投稿者にお

願いする保証書案の作成および原稿受理

者にお願いする著作権譲渡同意書案作成

などであった．それぞれ最終的な案に到

達したので本評議員会に提案する．

・今後，本学会が関わる知的財産権などの

諸問題について研究，分析，審議し，緊

急性の高いことがらから必要な措置を評

議員会に提案する予定である．

・委員会規約を作成した．

１１．オンライン化委員会（委員長　鈴木徳行

担当執行委員　天野）

・「オンライン化委員会」の規約を作成した．

・アンケート結果の分析については，現在，

原稿作成中であり，近日中にニュース誌

に報告の予定．

・メールアドレスを10月 8 日から変更し

た．総務関係，main@geosociety．jp 編

集関係 journal@geosociety．jp

ホームページhttp://www.geosociety.jp

・インターネットの接続回線を光ファイバー（Ｂ

フレッツ）に変更した（11月 8 日より開通）．

・SO－NETのサーバーで，メーリングリ

ストサービスを利用できるようになっ

た．ただし，１件あたりの文字数（512

文字以内）に制限があるため，規模の大

きい編集委員会や評議員会のリストは作

ることができないので，これまでどおり

HIP社とのメーリングリストサーバーの

契約を継続することとした．

・鈴木委員長から，学会の情報交換･情報

発信の要であるので，充実したい旨の発

言があった．

Ⅲ　その他の報告（公文執行委員長）
・今後の評議員会の日時・会場について

2003年度第3回　2003年3月29日（土）

13:00～　北とぴあ （決定済み）

同 第4回　2003年 6月28日（土）

13:00～　北とぴあ （決定済み）
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１．日本学術会議の改革問題と第19期会員

選挙について

公文執行委員長から，改革問題に関連して，

第19期会員選出プロセスを凍結していること

について報告があり，加えて12月2日付けの

執行委員会名で内閣府総合科学技術会議に対

して提出したパブリックコメントの説明があ

り，これを承認した．学術会議の改革につい

ては，会員の選出方法，研究連絡委員会の廃

止など問題点がいくつか指摘された．この件

に関してHPに掲示する旨説明された（パブ

リックコメント別掲参照p30）．また，改革

問題について会長，副会長をはじめとする数

名の評議員による意見交換がなされ，今後の

学術会議の動向を注視していくこととなっ

た．

２．選挙監理委員会委員の選出

執行委員会推薦の４名（小布施明子，手塚

裕樹，塚本 斉，宮城晴耕）の委員を承認し

た．大学関係の委員１名については執行委員

会に一任することとした．

３．科研費委員会委員の改選

三宅委員長から改選３名の推薦があり，承

認した．

2003－2004委員：君波和雄，竹村恵二，横

田修一郎．

（2002－2003委員：尾田太良，鈴木和博，

三田村宗樹，天野一男）

４．新設委員会（オンライン化委員会，倫理

規定策定委員会，知的財産権等検討委員

会等）の規約制定および選出委員の承認

新設のオンライン化委員会，倫理規定委員

会，知的財産権委員会，および既設の研究企

画委員会，法人化準備委員会の規約案

（p28－29），ならびに委員を承認した．また，

オンライン化委員会に執行委員会から１名委

員を追加し，IT専門家の委員への追加を検

討することを承認した．

５．編集規約および投稿規定の一部改正と知

的財産権保護のための手続きについて

渡部編集委員長から知的財産権保護に関す

る資料（知的財産権等検討委員会作成）及び

新編集規約と新投稿規定の説明がなされた．

引用方法，責任の所在，裁判例等についての

質疑後，基本的枠組みを承認した．細部につ

いては今後，会員からの意見を聞いて検討す

ることとした．

６．法人化について

木村法人化準備委員長から文部科学省研究

助成課法人担当と折衝した結果について次の

ような報告を受け，今後もこれまでの路線に

そって法人化を進めることを再確認した．

現在内閣府により，公益法人の抜本的改革

が検討されており，平成15年３月までにはま

とまる見込みとのことである（関係省庁H.P.

参照）．学会法人化はこの「改革」の方向が

明確にならないと対応できないとのことで，

次回の折衝は３月の改革案がはっきりしてか

ら行う予定である．それまでに委員会として

は，2000万円の基金の準備や法人化後の学会

活動の明確化を進める．

７．その他

１）名誉会員推薦委員会委員選出

執行委員会推薦の委員を承認した．

委員長：加藤碵一，委員：各支部長（岡

田尚武，鎌田耕太郎，新妻信明，熊井久雄，

長谷義隆，井内美郎），執行委員会代表

（天野一男）階層別委員（大学・教師・会

社・官公庁）については，執行委員会で委

員を推薦することを承認した．

２）地質災害委員会委員選出

玉生委員長より現在の委員に加え，関連

専門部会（地域地質，火山，環境地質，応

用地質，第四紀地質）からも委員を出して

もらうことの提案があり，これを承認した．

委員会のあり方や災害時の対応のあり

方，各支部や他学会での取り組み方などに

ついて意見の交換があった．

３）既存委員会委員の選出

資料に基づき，執行委員会部会所属の既

存委員会委員について紹介があり，一括承

認した．

４）会計監査委員の任期について

会計監査委員は来年の選挙では，２年任

期と１年任期の委員をそれぞれ選出するこ

とが承認された．

５）各賞選考に関する規約の修正について

報告にあるとおり，「細則」の一部を上

位規約の「各賞選考に関する規約」に従っ

て改めることを承認した．この他にも修正

したほうが解かりやすい箇所があるとの意

見が出され，細則の11条については委員会

で再度見直すこととした．

６）会計決算見込みについて

公文執行委員長から2002年度の決算見込

みについて報告があり，承認した．補助

金・助成金や寄付金が多かったために収入

は予算を上回る見込みであることが報告さ

れた．次年度予算については早急に進める

が，予算が決まるまで，例年どおり執行す

ることを認めた．

2003年度第3回定例評議員会開催のお知らせ

標記評議員会を下記のように3月29日（土）に開催いたします．傍聴希望の会員は3月17日（月）12：00までに執行委員会宛、氏名・連絡

先を記入した申請書をご提出下さい．

2003年度第3回定例評議員会

日時：2003年3月29日（土）13：00より

場所：北とぴあ　901会議室（東京都北区王子　JR京浜東北線王子駅下車　徒歩３分）

議　題
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（委員会の性格）
１． 日本地質学会の学会活動の将来に関わる課題に関して検

討するために評議員会の下にこの委員会をおく．
（委員会の目的）
２． 新たな学会活動の展開に関わる課題・企画を提言するこ

とをもって地質科学と地質学会の発展に寄与することを
目的とする．

（委員会の業務）
３． 本委員会は，地質学会の将来に関わる下記の事項を審議

するとともに，必要な提言を評議員会に行う．
（１） 地質学会の諸事業の改善に関わる基本的事項．
（２）その他，評議員会または本委員会が必要と認めた事項．

（委員会の構成）
４． 本委員会は正会員からなる以下の委員をもって構成する．

委員長は委員の互選による．

委員長　１名
委員　若干名

（任命・任期）
５． 委員長および委員は評議員会が選出し，会長が委嘱する．

任期は２年とし，再任は妨げない．
（委員会の運営）
６． 委員会は委員長が召集する．

附　則
（１） 本規約の変更は評議員会の議決による．
（２） 本規約は2002年12月14日から施行する．

委員：阿部国広・石渡　明・木村　学・柴　正博・徐　垣・竹
内　章・松田博貴・吉田武義

評議員会議事抄録関連資料－1

新設委員会等の委員会規約（2002年12月14日施行）

研究企画委員会規約

（委員会の性格）
１． 日本地質学会の社団法人化の準備に関する諸業務をおこ

なうために、評議員会の下にこの委員会をおく．
（委員会の目的）
２． 日本地質学会の社団法人化のための準備に関わる全ての

業務を行う．
（委員会の業務）
３． 前項の目的を達成するために下記の事項を整理し、につ

いて企画・立案し，実行する．
（１） 社団法人化に関する法的事項（定款案の作成、学会

内外における法人化手続き，申請書類の整備　等）
（２） 社団法人化に関する監督官庁（文部科学省）との事

前交渉
（３） 社団法人化に関する財政環境の整備
（４） その他法人化に関わって必要となる課題

（委員の構成）
４． 本委員会は以下の委員をもって組織する．委員は評議員

会が選出し，会長が委嘱する．
正副委員長　各１名（副会長）
執行委員会　１名

会計委員長　１名
行事委員長　　１名
研究企画委員会委員長　　１名
事務局　　１名
正会員　　若干名

（作業部会）
５．委員会は必要に応じて作業部会を設けることができる．作
業部会委員は委員長が指名し，評議員会の承認を受ける．

（委員の任期）
６． 委員の任期は２年を目途とし，再任を妨げない．

附　則
（１） 本規約の変更は評議員会の議決による．
（２） 本規約は2002年12月14日から施行する．

委員長：木村　学
副委員長：加藤碵一
委員：荒戸裕之・佐々木和彦・竹内圭史・徳岡隆夫
担当執行委員：立石雅昭

法人化準備委員会規約

（委員会の性格）
１． 評議員会の下にこの委員会をおき，倫理規定に関する諸

問題を整理検討する．また，これに関わる緊急の課題に
ついては執行委員会に必要な提言を行う．

（委員会の目的・業務）
２． 本会及び本会会員の倫理責任と行動規範に関する規定を

作成し，もって本会及び本会会員の社会への貢献と公益
への寄与を図ることを目的とする．

（委員の構成）
３． 本委員会は委員長１名と正会員若干名から構成されるが，

必要に応じて専門家を委員に加えることができる．委員
長は委員の互選によって選出する．

（委員の任免と任期）
４． 委員は評議員会で選出し，会長が委嘱する．任期は２年

とし，再任を妨げない．

附　則
（ア）本規約の変更は評議員会の議決による．
（イ）本規約は2002年12月14日から施行する．

委員長：松本　良
委員：足立勝治・佐瀬和義・長谷川修一・吉田史郎
担当執行委員：伊藤谷生

倫理規定策定委員会規約
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（委員会の性格）
１． 評議員会の下にこの委員会をおき，知的財産権に関する

諸問題を整理検討する．また，これに関わる緊急の課題
については執行委員会に必要な提言を行う．

（委員会の目的・業務）
２． 本会が関わる様々な知的財産権に関するガイドライン・

諸規定を作成し，もって本会の知的財産を保護し,本会の
自立的発展に寄与することを目的とする．

（委員会の構成）
３． 本委員会は委員長１名と正会員若干名から構成されるが，

必要に応じて専門家を委員に加えることができる．委員
長は委員の互選によって選出する．

（委員の任免と任期）

４． 委員は評議員会で選出し，会長が委嘱する．任期は２年
とし，再任を妨げない。

（委員会の運営）
５． 委員会は委員長が招集する．

附　則
（１）本規約の変更は評議員会の議決による．
（２）本規約は2002年12月14日から施行する．

委員長：上杉　陽
委員：阿部国広・湯浅　真・渡部芳夫・高木宏行（第2東京弁
護士会）
担当執行委員：伊藤谷生

知的財産権等検討委員会規約

（委員会の性格）
１． オンライン化に関する諸問題を検討するために，評議員

会の下にこの委員会をおく．
（委員会の目的）
２． オンライン化に関して環境整備，中・長期的な計画等に

ついて検討することを目的とする．
（委員会の業務）
３． 前項の目的を達成するために下記の事項を審議し，評議

員会に報告する．また，事務的に処理できる緊急の課題
については執行委員会に提言する．
（ア） オンライン化に関するIT環境の整備
（イ） オンライン化に関する中・長期的計画

（委員の構成）
４． 本委員会は以下の委員をもって組織する．

委員長　１名（委員の互選によって選出）：鈴木徳行
委員　　運営財政部会長　１名：天野一男

総務委員会（会計担当） １名：立石雅昭
ニュース誌編集小委員会　１名：高橋正樹
インターネット運営小委員会　１名：渡部直喜
行事委員会　　１名：徐　垣
地質学雑誌編集委員会　　１名：渡部芳夫
国際交流委員会　　１名：脇田浩二
事務局　　１名：細川寿子
正会員　　若干名：入野智明

（委員の任期）
５． 原則として２年とし，半数交代．
６． 選出母体の委員会の委員解任の場合には，その時点で交

代する．

附　則
（１） 本規約の変更は評議員会の議決による．
（２） 本規約は2002年12月14日から施行する．

オンライン化委員会規約

評議員会議事抄録関連資料－２

学術会議の改革に関するコメント
2002.12 .2 日本地質学会執行委員会

委員長　公文富士夫

総合科学技術会議「日本学術会議の在り方に関する専門調査
会」の活動に深く敬意を表するものである．日本学術会議は，
日本の科学者を代表する機関として，国際的にも国内的にも大
きな役割を果たしてきている．日本の科学者と科学者社会を公
正に代表する日本学術会議の役割が一層発展することを願って，
日本地質学会を代表して「中間まとめ」に意見を申し上げたい．
１．総論について
第１節から第３節に述べられている学術会議の役割と機能に

ついての見解はおおむね理解ができる．特に，科学者社会から
ボトムアップ的に意見を集約し，学術の発展に寄与する機能は
重要であると考える．しかし，p.5で述べられているように，
科研費補助金審査委員の推薦や交付金に関わる役割がまったく
否定されると，具体的な権能がほとんどなくなり，十分な機能
が果たせないのではないかと危惧する．
また，どのような組織上の問題点が現在の学術会議の機能不

全の引き起こしているのか，という分析がないので，提案され
ている組織と機構が第１～３節で提言した機能と役割を実際に
遂行できるのか，という点で危惧が大きい．20年ほど前に行わ
れた組織改革（直接選挙の廃止）の評価を踏まえないと，正確
な見通しが立たないのではないだろうか．
２．具体的には以下の諸点が問題と思われる．
１）会員選出方法

コーオプテーションを妥当な会員選出方法としているが，閉
塞性と高齢化・硬直化が危惧される．それへの対策が必要とは
述べられてはいるが，十分な制度設計が可能であろうか．へた
をすれば日本学士院と類似の組織となり，学術会議が独自性の
ある機関としての存在意義を失う可能性を心配する．
２）学協会との連携について
会員選挙の方法および日常の運営に当たって，専門分野の諸

学協会との連携と協力のシステムが十分に考慮されていない．
会員が特定の選出母胎（学会）の利益代表になってはいけないこ
とは確かであるが，学協会との連携なしには，学術会議が学術の
発展についてのリーダーシップをとることはできない．「連携会員」
の役割や選出方法において十分に配慮されるべきである．
３）会員の定員
現状では，会員定員の少なさが「小選挙区」的な選出過程を

生み出し，多様な意見と高い見識・活動力をもった会員および
執行部を構成する上での制約となっている．会員が基本的にボ
ランティアで活動していること（すること）を考えると，会員
定数の増加が財政的負担増とはならない．定数が現状とあまり
変わらないのでは，最近の科学の広がりにすら対応できないの
ではないか．それ故，現状の数倍の定員は必要である．
４）事務局体制
提言のように，財政的にも人材的にも大幅に学術会議を強化

することに賛成である．
５）設置形態
科学者社会の公正な代表として，また，社会的信用を確保す

るために，国の責任による設置とともに，運営・活動について
の自立性をきちんと保証する制度が必要である．
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ＩＤ 雑誌・書籍名 ページ数 サイズ 定価 送料

KS-001 第1回環境地質学シンポジウム講演論文集 － － － －

KS-002 第2回環境地質学シンポジウム講演論文集 336 Ｂ５ 2000 380

KS-003 第3回環境地質学シンポジウム講演論文集 432 Ｂ５ 2000 380

KS-004 第4回環境地質学シンポジウム講演論文集 392 Ｂ５ 2000 380

KS-005 第5回環境地質学シンポジウム論文集 446 Ｂ５ 2000 380

KS-006 第6回環境地質学シンポジウム論文集 422 Ｂ５ 2000 380

KS-007 第7回環境地質学シンポジウム論文集 432 Ｂ５ 2500 380

KS-008 第8回環境地質学シンポジウム論文集 368 Ｂ５ 2500 380

KS-009 第9回環境地質学シンポジウム論文集 336 Ｂ５ 3000 380

KS-010 第10回環境地質学シンポジウム論文集 322 Ｂ５ 3500 380

KS-011 第11回環境地質学シンポジウム論文集 - Ｂ５ 4500 450

※ 第2回～第11回の10冊セット（30セット限定） 22000 なし

※ ２冊 520

※ ３～４冊割引 －500 なし

※ ５～６冊割引 －1000 なし

※ ７～９冊割引 －2000 なし

CF-001
第1回地球環境フォーラム“環境地質学からみた地球環境

の諸問題”－地球環境研究100年の系譜－
30 Ｂ５ 1000 210

CF-002
第2回地球環境フォーラム

“地域から地球環境問題を考える”
46 Ｂ５ 1000 240

OS-002 シンポジウム“地質汚染（その２）” 97 Ｂ５ 1000 240

OS-003
シンポジウム“地質汚染

－水質汚濁防止法の改正を実効あるものに－”
59 Ｂ５ 1000 240

OS-004 シンポジウム“地質汚染－残土処理と地質環境－” 91 Ｂ５ 1000 240

OS-005
シンポジウム“地質汚染－地球環境の持続的開発と

廃棄物最終処分場の閉鎖条件について－”
46 Ｂ５ 1000 210

OS-006 シンポジウム“阪神淡路大震災と地質環境”論文集 258 Ｂ５ 2000 380

IS-001 国際シンポジウム“環境保全と鉱物資源の活用” 84 Ａ４ 1000 380

ZZ-001
東京ガス田上の地質環境と地下開発

－地下開発におけるガス問題をいかに克服するか－
70 Ｂ５ 1000 240

ZZ-002
誰がただすべきか？「地質汚染調査・対策費」を

その１　有機塩素系化合物地質汚染を例として
129 Ｂ５ 1000 310

ZZ-003 佐藤傅藏著“地文學”完全復刻版 185 Ｂ５ 1000 400

※ 論文集以外４冊 なし

※ 論文集以外６冊以上割引 －1000 なし

※ 論文集１冊＋３冊 なし

※ 論文集１冊＋４冊以上割引 －1000 なし

書籍の注文先：日本地質学会環境地質研究委員会　Fax 03-5823-1156 TEL 03-5823-1150

〒101-0032 東京都千代田区岩本町2-8-15 井桁ビル6F 郵便振替　00130-5-701805

※　書籍内容については、http://www.bekkoame.ne.jp/̃jcengeo

書籍・論文集　価格表

☆環境地質研究委員会
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2003年度　第４回執行委員会

期　日：2002年12月2日（月）13：30～19：30

場　所：地質学会事務局　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

執行委員出席者：公文執行委員長，玉生副執行委員長，運財－立石，

学研－編出－渡部・狩野，普教－永広，橋辺（事務局），欠席

者：天野・徐・伊藤・会田　

以下のような議題について審議し，第２回評議委員会（2002.12.14）

の準備をおこなった．

1）11月12日付けで学術会議選挙管理会からの連絡をもとに，学術

会議19期会員選出手続きを当面凍結することとし，次回の評議

員会での会員候補者および推薦人の選出手続きを延期すること

を，評議員会へ提案することとした．

2）学術会議改革についての科学技術総合会議による「中間まとめ」

へのパブリックコメントを公文執行委員長の原案を基として，

提出することとした．

3）選挙管理委員会の委員候補者，オンライン化検討委員会の委員

候補者を検討し，評議員会へ諮ることとした．

4）科研費委員会，法人化準備委員会および知的財産権等委員会の

委員会規約を検討し,成案を評議員会へ諮ることとした．

5）知的財産保護のために，保証書，著作権譲渡同意書，および編

集規約の一部改定等を進めていること，2003年１月からの実施

のために先行して施行することを決めた．

2003年度　第５回執行委員会

期　日：2002年12月14日（土）10：00～12：00

場　所：北とぴあ（東京都北区王子）

執行委員出席者：公文執行委員長，運財－天野・立石，学研－伊藤，

編出－渡部・狩野，普教－会田・永広，橋辺（事務局），欠席

者：玉生副執行委員長（支部長会議のため），徐　　　　　　　　　

第２回評議委員会（2002.12.14）の議題をあらためて整理し，以

下のような対応を決めた．

1）学術会議19期会員選出手続きを当面凍結することとで，評議員

会の承認をうけることとした．

2）新設委員会等（研究企画委員会，法人化準備委員会，倫理規定

委員会，知的財産権等委員会，オンライン化検討委員会）の規

約案を最終的に確認し，評議員会へ提案することとした．

3）選挙管理委員会委員の選出，科研費委員会，研究企画委員会，

名誉会員推薦委員会および新設の諸委員会（法人化順次委員会，

倫理規定委員会，知的財産権等委員会，オンライン化委員会，

地質用語出版委員会）の委員または委員候補者を確認した．

4）公益法人改革と関連して法人化の状況報告を行い，これまで通

りに社会的認知に基礎をおいた法人化の準備を進めることを確

認した．

執 行 委 員 会 だ よ り

本会の次の方々がご逝去されました．謹んで哀悼の意を表します．

名誉会員 野義夫 （2002年11月19日） 正会員 宮野　敬 （2002年10月21日）
大久保　大（11月13日）
本多朔郎 （12月17日）
鷹觜守彦 （2003年1月4日）
伊藤　新 （1月13日）
大木靖衛 （1月21日）

訃　報

学会のメールアドレス・ホームページURLが変更になりました．
e-mail：main@geosociety.jp（庶務一般）/journal@geosociety.jp（編集）

ホームページURL：http://www.geosociety.jp

昨年10月より、学会ドメイン（geosociety.jp）取得に伴い、メールアドレス・ホームページURLが変更になって

います．また、従来のアドレスからの転送サービスは２月末をもって終了いたしましたので、ご注意下さい．
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100万分の1日本地質図　第3版　4枚組　￥6, 000 韓国南部・日本西部及び周辺海域の地球科学図集　￥1, 300, 

100万分の1日本重力図（ブーゲー異常） ￥3, 700 *東アジア地質災害図　￥3, 500

地球化学アトラス　－北関東－　￥5, 300 重力図　（ブーゲー異常）1：20万

200万分の1地質編集図 青森地域　￥2, 100, 秋田地域　￥1, 400, 

コンピュータ編集による日本地質図（付記付き）￥2, 200 山形地域　￥1, 400, 北上地域　￥2, 300, 

日本の磁気図（説付き） ￥2, 400 渡島地域　￥1, 700, 苫小牧地域　￥1, 500, 

300万分の1 日本列島地温勾配図　￥1, 600 札幌地域　￥1, 700, 帯広地域　￥1, 500, 

数値地質図 旭川地域　￥1, 500, 北見地域　￥1, 500, 

200万分の1東・東南アジアの数値地質図（説付き） ￥2, 500 根室地域（2枚組）￥2, 400, 天北地域　￥1, 800, 

20万分の1地質図幅集（画像）ver.2.0 ￥1, 500 名寄地域　￥1, 800, 大分地域　￥1, 700

日本の新生代火山岩の分布と産状　CD-ROM版　￥1, 200 *福岡地域　￥2, 300, 

東・東南アジア都市域の地球科学データ CD-ROM版　￥1, 100 空中磁気図

日本地質図索引図（第1集～第8集　CD-ROM版1963～1999） ￥900 尖閣諸島海域　￥2, 000

北海道地質ガイドマップ　CD-ROM版　￥900 伊豆大島地域（1：5万）伊東周辺地域（1：2.5万）￥1, 000

東・東南アジア都市域の地球科学データ （第２版）CD-ROM版　￥1, 100 雲仙地域（1：5万） ￥1, 000

富士火山地質図CD-ROM版　￥1, 100 西表島周辺地域（1：10万） ￥1, 000

日本重力図CD-ROM版（説付き） ￥900 *由利原地域高分解能空中磁気異常図（1：5万） ￥2, 600

400万分の1東アジア磁気異常図 CD-ROM版（第２版） ￥900 火山地質図

400万分の1韓国南部・日本西部及び周辺海域の地球科学図集 CD-ROM版（第２版） ￥1, 000 桜島火山（1：2.5万） ￥1, 200 ,  有珠火山（1：2.5万） ￥1, 100 

日本周辺海域音波探査データベース　CD-ROM版　￥900 草津白根火山（1：2.5万）￥1, 500 , 阿蘇火山（1：5万） ￥1, 100

東北・九州地熱資源図CD-ROM版　￥900 北海道駒ヶ岳火山（1：5万） ￥1, 700 , 浅間火山（1：5万） ￥1, 700 

特殊地質図 青ヶ島火山および伊豆諸島南方海底火山（1：1万, 1：65万）￥2, 500 

東京湾とその周辺の地質　￥5, 900 雲仙火山（1：2.5万） ￥1, 100 , 那須火山（1：3万） ￥2, 100

秋田地熱資源図 ￥4, 800 伊豆大島火山（1：2.5万） ￥1, 700, 霧島火山（1：5万） ￥1, 500

諏訪湖湖底堆積状況図（1：1.35万） ￥1, 500 日本炭田図

東海沖海底音響画像図（1：40万） ￥700 天草炭田地質図　￥6, 800 

札幌－岩内地域火山・鉱化熱水系分布図　￥3, 600 日本油田・ガス田図

札幌地熱資源図　￥4, 400 新潟県中部地域　￥3, 700 

青森地熱資源図　￥4, 900 20万分の1地質図幅

50万分の1鉱物資源図 相川及び長岡の一部　￥1, 700, 青森　￥2, 200, 奄美大島　￥1, 800, 

北海道（東部, 西部） ￥6, 800, 東北　￥4, 100, 飯田（第2版）￥2, 300, 厳原　￥1, 300, 岩内　￥2, 300, 

関東甲信越　￥4, 300, 中部近畿　￥4, 300, 宇都宮　￥2, 600, 浦河　￥2, 500, 宇和島　￥2, 000, *岡山及び丸亀　￥2, 500, 

50万分の1地質図幅 鹿児島　￥2, 400, 金沢　￥2, 600, 唐津（第2版） ￥2, 100, 

旭　川 （第2版） ￥2, 000 岐阜　￥2, 600, 木本　￥1, 300, 久米島　￥1, 800, 高梁　￥2, 400, 

50万分の1活構造図 徳島（第2版） ￥2, 000, 日光　￥2, 800, 富山　￥2, 300, 

東京（第2版） ￥3, 100, *京都（第2版） ￥3, 500 長野　￥2, 900, 名寄　￥2, 200, 八丈島　￥1, 300, 八戸　￥2, 200, 

2.5万分の1地質構造図 福岡　￥2, 400, *水戸　￥2, 600, 宮崎　￥2, 500, 村上　￥2, 600, 

阿寺断層系ストリップマップ（説付き）￥2, 800 夕張岳　￥2, 400, 和歌山　￥2, 500

中央構造線四国地域活断層ストリップマップ（説付き）￥4, 300 ５万分の１地質図幅　地質図1：5万, 地域地質研究報告

中央構造線近畿地域活断層ストリップマップ　￥2, 300 明石　￥2, 400, 赤名　￥2, 700, 姉崎　￥3, 400, 飯豊山　￥3, 000, 

柳ヶ瀬－養老断層系ストリップマップ（1：10万） ￥2, 400 飯山　￥5, 500, 出雲崎　￥3, 200, 厳島　￥2, 400, 犬飼　￥3, 400, 

糸魚川－静岡構造線活断層系ストリップマップ（1：10万）￥2, 400 伊平屋島及び伊是名島　￥1, 800, 今市　￥2, 900, 岩ヶ崎　￥4, 300, 

兵庫県南部地震に伴う地震断層ストリップマップ 石見大田及び大浦　￥3, 800, 上野　￥4, 000, 浦郷　￥3, 200, 

野島・小倉及び灘川地震断層－（1：1万, 説付き）￥3, 400 恵比島　￥2, 800, 大分　￥3, 800, 大阪西南部　￥2400, 

花折断層ストリップマップ　￥2, 700 大阪西北部　￥2, 400, 大阪東南部　￥3, 400, 大阪東北部　￥3, 800, 

海洋地質図 大須　￥2, 400, 小値賀島及び肥前平島　￥2, 400, 大宮　￥2, 900, 

鳥取沖海底地質図（1：20万, 説付き） ￥3, 800 尾鈴山　￥3500, 折尾　￥3, 000, 海田市　￥2, 700, 柿崎￥3, 300, 

鳥取沖表層堆積図（1：23万, 説付き） ￥3, 100 柏崎　￥4200, 金山　￥3, 100, *川前及び井出　￥6, 000, 上高地　￥3, 500, 

室戸沖表層堆積図（1：20万, 説付き） ￥2, 700 刈和野　￥2, 400, 木曽福島　￥4, 000, 北小松　￥3, 900,

経ヶ崎沖表層堆積図（1：20万, 説付き） ￥2, 900 岐阜　￥3, 700, 京都東北部　￥3, 700, 熊川　￥3, 600, 熊田　￥3, 300, 

下北半島沖海底地質図（1：20万, 説付き） ￥3, 200 倉橋島及び柱島　￥2, 900, 黒石　￥3, 400, 桑名　￥3, 200, 

経ヶ崎沖海底地質図（1：20万, 説付き） ￥3, 400 下呂　￥2, 700, 神浦　￥2, 800, 神戸　￥3, 100, 小倉　￥3, 700, 

粟島周辺海底地質図（1：20万, 説付き） ￥5, 200 佐伯　￥3, 000, 佐賀関　￥2, 600, 桜井　￥4, 000, 篠山　￥2, 900, 

佐渡島北方表層堆積図（1：20万, 説付き） ￥3, 500 *三条　￥4, 100, 椎葉村　￥4, 300, 志津川　￥4, 100, 清水　￥2, 700, 

佐渡島北方海底地質図（1：20万, 説付き） ￥4, 100 *白馬岳　￥3, 600, 末吉　￥3, 100, 須磨（2版）￥2, 400, 

豊後水道南方海底地質図（1：20万, 説付き）￥4, 800 洲本　￥2, 600, 相馬中村　￥5100, 園部　￥2, 900, 高遠　￥4, 200, 

豊後水道南方表層堆積図（1：20万, 説付き）￥3, 700 田島　￥3, 500, 龍野　￥3400, 立山　￥4, 700, 谷汲　￥2, 400, 

駿河湾海底地質図（1：20万, 説付き） ￥5, 400 玉庭　￥4, 300, 竹生島　￥2800, 津西部　￥4, 100, 敦賀　￥3, 600, 

ゲンタツ瀬海底地質図（1：20万, 説付き） ￥3, 900 十勝池田　￥3, 400, 豊岡　￥2, 400, 苗場山　￥2, 700, 

塩屋崎沖海底地質図（1：20万, 説付き） ￥5, 000 長岡　￥4, 000, 中野　￥2, 500, 那古　￥1, 800, 名張　￥3, 200, 

響灘表層堆積図（1：20万, 説付き） ￥3, 700 奈良　￥3, 700, 二本松　￥2, 900, *西津　￥4, 100, 二本松　￥2, 900, 

ゲンタツ瀬表層堆積図（1：20万, 説付き） ￥3, 600 乗鞍岳　￥3, 200, 八海山　￥2, 700, 姫島　￥2, 600, 広島　￥1, 500, 

日向灘表層堆積図（1：20万, 説付き） ￥3, 400 広根　￥3, 500, 福江　￥2, 600, 福岡　￥3, 700, 福知山　￥3, 200, 

塩屋埼沖海底地質図（1：20万, 説付き） ￥3, 400 北条　￥4, 000, 真　壁　￥3, 600, 松江　￥3, 300, 

響灘表層堆積図（1：20万, 説付き） ￥3, 400 松之山温泉　￥3, 700, 三重町　￥3, 200, 三津　￥2, 500, 美濃　￥2, 400, 

*能登半島西方表層堆積図（1：20万, 説付き） ￥3, 400 宮原　￥4, 500, 槍ヶ岳　￥2, 900, 温泉津及び江津　￥4, 200, 

海外地球科学図　（英文） 湯湾　￥3, 200, 横須賀　￥2, 700, 横山　￥3, 700, 四ッ谷　￥2, 500

東・東南アジア熱流量図（1：500万） ￥2, 200 寄居　￥3, 000, 和歌山及び尾崎　￥2, 300

中国モウス沙莫よび周辺地域の水文環境図（1：50万, 説付き）￥6, 700

*印のついたものは2002年新刊及び新刊扱いです．

*このほかの地質図, 産総研地質調査総合センター出版物の詳細は以下のホームページhttp://www.aist.go.jp/GSJ/Map/でご覧になれます．

取扱い地質図一覧（委託販売） 02/7/31現在
会員には代金後払いで注文をお受けします．電話かFaxにて（なるべくFaxで），地質学会事務局へお申込み下さい．

Tel. 03-5823-1150，Fax. 03-5823-1156
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